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この製品は、関連するEU規制に適合しています。詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの
排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するロータリー式乗用芝刈り
機であり、そのような業務に従事するプロのオペレータ
が運転操作することを前提として製造されています。
この製品は、集約的で高度な管理を受けているゴル
フ場やスポーツフィールド、商用目的で使用される芝
生に対する刈り込み管理を行うことを主たる目的とし
て製造されております。本機は、雑草地や道路わき
の草刈り、農業用地における刈り取りなどを目的とし
た機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社のウェブサイト www.Toro.com で製品やアクセサリ
情報の閲覧、代理店についての情報閲覧、お買い上
げ製品の登録などを行っていただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー

ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は、EN ISO 5395:2013 規格およびANSI
B71.4-2012規格に適合しています。

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする
能力があります。重大な人身事故を防ぐため、すべ
ての注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をすると運転者
本人や周囲の人間に危険な場合があります。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり内容をよく理解してくださ
いこの製品を使用する人すべてが製品を良く知り、
警告の内容を理解してください。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 排出口の近くに、手足などを近づけないでくださ
い。周囲の人を十分に遠ざけてください。

• 作業場所に子供を近づけないでください。子供に運
転させないでください。

• 整備、燃料補給、詰まりの解除作業などを行う前
には、必ずエンジンを停止させてください。

間違った使い方や整備不良は人身事故などの原因とな
ります。事故を防止するため、以下に示す安全上の注
意や安全注意標識のついている遵守事項は必ずお守
りください「注意」、「警告」、および「危険」の
記号は、人身の安全に関わる注意事項を示していま
す。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生する恐れがあります。

このマニュアルの他の場所に書かれている注意事項も
必ずお守りください。

音音音力力力レレレベベベルルル
この機械は、音力レベルが 104 dBA であることが確
認されています ただしこの数値には不確定値K1 dBA
が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順に
則って実施されています。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル
この機械は、オペレータの耳の位置における音圧レベ
ルが 90 dBA であることが確認されています ただしこの
数値には不確定値K1 dBA が含まれています。

音圧レベルの確認は、EN ISO規則 5395:2013 に定
める手順に則って実施されています。

注注注意意意
聴聴聴覚覚覚保保保護護護ををを行行行わわわずずずにににこここののの機機機械械械ををを長長長時時時間間間運運運転転転ししし続続続けけけ
るるるととと聴聴聴覚覚覚ににに異異異常常常をををきききたたたすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

運運運転転転ががが長長長時時時間間間にににわわわたたたるるる場場場合合合にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな聴聴聴覚覚覚
保保保護護護具具具ををを着着着用用用すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

振振振動動動レレレベベベルルル
腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 0.5 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 0.7 m/s2

不確定値K = 0.5 m/s2

実測は、EN ISO 5395:2013 に定められた手順に則っ
て実施されています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.44 m/s2

不確定値K = 0.5 m/s2

実測は、EN ISO 5395:2013 に定められた手順に則っ
て実施されています。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal94-3353

94-3353

1. 手を押しつぶされる危険手を近づけないこと。

decal99-3558

99-3558

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. エンジン始動要領着席キーをON/Preheat に回してグロー表
示が消えるのを待つ。キーをSTART位置に回す駐車ブレー
キを解除する。詳細はオペレーターズマニュアルを参照。

3. エンジン停止要領カッティングユニットを解除キーをOFF に回
すキーを抜き取る。駐車ブレーキを掛ける。詳細はオペレー
ターズマニュアルを参照。

decal100-4837

100-4837

decal93-7276

93-7276

1. 爆発危険保護メガネを着用すること。

2. 劇薬危険皮膚に付いたら真水で洗ってから救急手当て。

3. 火災の危険火気厳禁・禁煙厳守のこと。

4. 毒物危険子供を近づけないこと。

decal93-7818

93-7818

1. 警告オペレーターズマニュアルに従って、ブレードボルト
/ナットを 115-149 N·m11.8-15.2 kg.m = 85-110 ft-lbにトル
ク締めすること。

decal107-7801

107-7801
* この安全ステッカーには、ヨーロッパの芝刈り機安全規格 EN ISO 5395:2013 に適合

するために必要な、斜面での運転に関する注意事項が記載されています。ここに記載さ

れている斜面の角度は、この規格で記述され、また要求されている控えめな角度です。

1. 転倒の危険傾斜が15度以上の斜面に乗り入れないこと。

decal93-6681

93-6681

1. ファンによる手足の切断の危険 可動部に近づかないこと。
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decal104-1086

104-1086

1. 刈高

decal106-6755

106-6755

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと。

4. 警告 オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

decal104-0484

104-0484
モデル 30807、30839、および 30843
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decal108-9015

108–9015
(モデル 30849)

decal104-5181

104-5181

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 転倒の危険15°以上の斜面では運転禁止。転倒保護バー
装着車ではシートベルト着用すること。

3. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

4. 手足や指の切断の危険 可動部に近づかないこと。

5. 警告 車両を離れるときは駐車ブレーキをロックし、エンジン
を停止し、キーを抜くこと。

decal106-6754

106-6754

1. 警告高温部に触れないこと。

2. ファンによる手足切断危険、およびベルトによる巻き込まれ
の危険可動部に近づかないこと。

99
-3

44
4

decal99-3444

99-3444

1. リール速度高速 2. リール速度低速
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decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり。

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。

decal117-4764

117-4764

1. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

2. 刈り込み刃による手や指の切断の危険 可動部に近づかない
こと。すべてのガード類を正しく取り付けて使用すること。

3. 刈り込み刃による足の切断の危険 可動部に近づかないこ
と。すべてのガード類を正しく取り付けて使用すること。

decal106-9290

106-9290

1. 入力 5. 着席 9. 出力 13. 始動

2. 作動していない 6. PTO 10. PTO 14. パワー

3. オーバーヒートによるエンジ
ン停止

7. 駐車ブレーキ OFF 11. 始動

4. オーバーヒート警告 8. ニュートラル 12. 通電で始動ETR
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decal117-5103

117-5103
モデル 30839、30843、および 30849

decal121-3532

121-3532
(モデル 30807)

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。 4. ヘッドライトオプション : 15A
2. SCM: 2A 5. 計器類: 10A
3. メイン: 15A 6. エンジン始動 10A
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decal121-3580

121-3580
モデル 30807, 30839, および 30843

1. 押し下げるとPTO解除 8. エンジン 停止

2. 引き上げるとPTO接続 9. エンジン 作動

3. デッキ下降 10. エンジン - 作動
4. デッキ上昇 11. エンジン始動手順の詳細についてはオペレーターズマニュアル

を参照のこと1)運転席に座る 2) キーを RUN位置に回す 3)
予熱表示ランプが消えるのを待つ 4) キーを START位置に回
す 5) 駐車ブレーキを解除する。

5. 中央右側デッキ 12. エンジン停止手順の詳細についてはオペレーターズマニュア
ル を参照のこと 1) PTOを解除する 2) キーを STOP位置に回
す 3) キーを抜き取る 4)駐車ブレーキを掛ける。

6. 中央左側デッキ 13. 高速

7. スライドさせるとロック 14. 低速
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decal121-3581

121-3581
(モデル 30849)

1. 押し下げるとPTO解除 7. エンジン 作動

2. 引き上げるとPTO接続 8. エンジン - 作動
3. デッキ下降 9. エンジン始動手順の詳細についてはオペレーターズマニュアル

を参照のこと1)運転席に座る 2) キーを RUN位置に回す 3)
予熱表示ランプが消えるのを待つ 4) キーを START位置に回
す 5) 駐車ブレーキを解除する。

4. デッキ上昇 10. エンジン停止手順の詳細についてはオペレーターズマニュア
ル を参照のこと 1) PTOを解除する 2) キーを STOP位置に回
す 3) キーを抜き取る 4)駐車ブレーキを掛ける。

5. スライドさせるとロック 11. 高速

6. エンジン 停止 12. 低速
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – バッテリーに電解液を入れて充電し、機
体に取り付けます。

2 傾斜計 1 傾斜計を点検します。モデル 30807,
30839, 30843のみ

警告ステッカー104-5181 1
警告ステッカー99-3558 13
警告ステッカー107-1972 3

必要に応じて CE ステッカーを貼り付け
ます。

ロックブラケット 1
リベット 2
ワッシャ 1
ねじ¼ x 2" 1

4
ロックナット¼" 1

フードラッチを取り付けるCE向けのみ

排気管ガード 15 タップねじ 4 排気管ガードを取り付けるCE規格の場合

6 必要なパーツはありません。 – 昇降アームを調整します。

7 必要なパーツはありません。 – キャリアフレームを調整します。

8 必要なパーツはありません。 – 刈り高を調整します。

9 必要なパーツはありません。 – ローラスクレーパオプションの調整

10 必要なパーツはありません。 – マルチングバッフルオプションを取り付
けます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

始動キー 2 エンジンを掛ける。

オペレーターズマニュアル 1
エンジンマニュアル 1 ご使用前にお読みください。

パーツカタログ 1 交換部品の注文などにご利用ください。

オペレータービデオ 1 ご使用前にご覧ください。

規格適合認定書 1 CE規格に適合していることを証明する書類です

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。
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1
バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電ししし機機機体体体ににに取取取
りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

注注注バッテリーに液が入っていない場合には、比重 1.26
のバッテリー液を購入してバッテリーの各セルに入れ
てください。

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる硫硫硫酸酸酸
ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚
ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここ
ととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護
すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、必必必
ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

1. バッテリーカバーを取り外す図 3。

g031567

図図図 3

1. バッテリーカバー

2. バッテリーの各セルからキャップをはずし、上限
までゆっくり液を満たす。

3. 各セルにキャップを取り付け、バッテリーを充電
器に接続し、充電電流を 3-4 A にセットする。

注注注 3-4 Aで 4-8時間充電する。

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーにににタタタバババコココののの火火火、、、火火火花花花なななどどどののの火火火気気気
ををを近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの近近近くくくでででははは絶絶絶対対対ににに喫喫喫煙煙煙しししななないいい。。。

4. 充電が終わったらチャージャをコンセントから抜
き、バッテリー端子からはずす。

5. キャップを取る。

6. 補給リングの高さまで、各セルにバッテリー液
を補給する。

重重重要要要バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううにににしししてててくくくだだだ
さささいいい。。。バババッッッテテテリリリーーー液液液がががあああふふふれれれ出出出ててて他他他ののの部部部分分分ににに触触触
れれれるるるととと激激激しししいいい腐腐腐食食食ををを起起起こここしししままますすす。。。

7. キャップを取り付ける。

8. 赤いケーブルをバッテリーの端子に、黒いケー
ブルはバッテリーの端子にはめ、ボルトとナット
で固定する図 4。

注注注 プラス端子が電極に十分にはまり込んでいる
こと、ケーブルの配線に無理がないことを確認
してください。ケーブルとバッテリーカバーを接
触させないこと。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーー・・・ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続ルルルーーートトトががが不不不適適適切切切
ででであああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが
発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起
こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを先先先ににに取取取りりり外外外ししし、、、そそそののの後後後にににプププ
ラララススス赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすすこここととと。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。
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g031568

図図図 4

1. プラスバッテリーケーブル 2. マイナスケーブル

重重重要要要バババッッッテテテリリリーーーををを機機機体体体かかかららら取取取りりり外外外しししたたた場場場合合合にににははは、、、
再再再取取取りりり付付付けけけににに際際際しししててて、、、必必必ずずず、、、クククララランンンプププボボボルルルトトトののの頭頭頭
ががが下下下、、、ナナナッッットトトががが上上上ににになななるるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。逆逆逆
ににに取取取りりり付付付けけけるるるととと、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトをををシシシフフフトトトさささ
せせせるるるととときききにににボボボルルルトトトががが油油油圧圧圧チチチュュューーーブブブににに当当当たたたるるる可可可能能能性性性
がががああありりりままますすす。。。

9. 腐食防止のために両方の端子部にワセリンGrafo
112X スキンオーバーグリス: P/N 505-47または
グリスを薄く塗る。

10. ショート防止のために端子にゴムキャップをか
ぶせる。

11. バッテリーカバーを取り付ける。

2
傾傾傾斜斜斜計計計ををを点点点検検検すすするるる

モモモデデデルルル 30807、、、30839、、、30843 のののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 傾斜計

手手手順順順
1. 凹凸のない水平な場所に駐車する。

2. 機体のクロスビーム燃料タンク脇に携帯式の斜
面計付属品を置いて、機体が水平になっている
ことを確認する図 5。

注注注運転席から見て、機体に装着されている傾斜
計の読みが 0°であれば問題ない。

g031569

図図図 5

1. 傾斜計

3. 携帯傾斜計で°の読みが出ない場合には、駐車
場所を変えて、読みが°になるように駐車し直す。

注注注 この状態で、機体に装着されている傾斜計の
読みが 0°でなければいけない。

4. 機体に装着されている傾斜計の読みが 0°でない
場合には、機体の傾斜計の取り付けねじ2本をゆ
るめて 0°の読みが出る位置に調整し、ねじを締
めて調整を固定する。

3
CE用用用ススステテテッッッカカカーーーををを貼貼貼りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 警告ステッカー104-5181

1 警告ステッカー99-3558

3 警告ステッカー107-1972

手手手順順順

本機を CE地域内で使用する場合には、英語のステッ
カーの上から CE用のステッカーを貼り付けてください。
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4
フフフーーードドドラララッッッチチチををを取取取りりり付付付けけけるるる

CE 適適適合合合ののの場場場合合合

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ロックブラケット

2 リベット

1 ワッシャ

1 ねじ¼ x 2"

1 ロックナット¼"

手手手順順順
1. フードラッチブラケットからフードラッチを外す。

2. フードラッチブラケットをフードに固定しているリ
ベット2本を外す図 6。

g031570

図図図 6

1. リベット 2. フードラッチブラケット

3. フードからフードラッチブラケットを外す。

4. ロックブラケットとフードラッチブラケットの穴を整
列させてフードにセットする図 7。

注注注 ロックブラケットをフード側にフードに当てて取
り付けます。

注注注 ロックブラケットアームについているボルトと
ナットは外さないでください。

g012629

図図図 7

1. ロックブラケット 2. ボルトとナット

5. フードの内側にある穴に、ワッシャを整列させる。

6. ブラケットとワッシャをフードにリベットで固定す
る図 7。

7. フードラッチブラケットにフックをかける図 8。

g012630

図図図 8

1. フードラッチ

8. フードロックブラケットのもう一つのアームにボルト
を差し込んでラッチをロックする図 9。

注注注 ボルトをしっかりと締め付けるが、ナットは締
め付けない。
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g012631

図図図 9

1. ボルト 3. フードロックブラケットの
アーム

2. ナット

5
排排排気気気管管管ガガガーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるる

CE モモモデデデルルルのののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 排気管ガード

4 タップねじ

手手手順順順
1. フレームについている取り付け穴に合わせてマフ

ラー部にガードを取り付ける図 10。

g008875

図図図 10

1. 排気管ガード

2. タップねじ本で固定する図 10。
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6
昇昇昇降降降アアアーーームムムををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. エンジンを始動し、昇降アームを上昇させて、
各昇降アームとフロアプレートブラケットとの距
離が、図 11のように58mm になっていることを
確認する。

g031571

図図図 11
図はカッティングユニットを外した状態です。

1. フロアプレートブラケット 3. 昇降アーム

2. すきま

こここのののすすすききき間間間ががが基基基準準準通通通りりりでででななないいい場場場合合合にににははは、、、以以以下下下
ののの手手手順順順ででで調調調整整整すすするるる

A. ストップボルトを戻す図 12。

g031572

図図図 12

1. ストップボルト 3. 昇降アーム

2. すきま

B. シリンダについているジャムナットを戻す図
13。

g031573

図図図 13

1. ジャム・ナット 2. 前シリンダ

C. ロッドの端部からピンを外し、クレビスを回
転させる。

D. 調整が終わったらピンを取り付けて隙間の
大きさを確認し、

注注注 必要に応じて再調整する。

E. クレビスのジャムナットを締める。

2. 各昇降アームとストップボルトとの隙間が、図
12のように 0.131.02mmの間にあるかどうか点
検する。

注注注 この範囲になければストップボルトで隙間を
調整する。

3. エンジンを始動し、昇降アームを上昇させて、後
カッティングユニット上部にあるウェアバーのウェア
ストラップとバンバーストラップとの間のすき間が、
0.512.54mm になっていることを確認する図 14。

g031574

図図図 14

1. ウェアバー 2. バンパーストラップ

こここのののすすすききき間間間ががが基基基準準準通通通りりりでででななないいい場場場合合合にににははは、、、以以以下下下ののの
手手手順順順ででで後後後シシシリリリンンンダダダををを調調調整整整すすするるる

注注注移動走行中に後昇降アームが「ガタつく」よ
うであれば隙間を小さくしてください。

A. カッティングユニットを降下させ、シリンダに
ついているジャムナットを戻す図 15。
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g031575

図図図 15

1. 後シリンダ 2. 調整ナット

B. ジャムナットを戻すには、シリンダロッドの
ナットに近い方の部分をウェスとプライヤで
握ってロッドを回す。

C. 調整ができたらカッティングユニットを上昇さ
せて隙間を点検し、

注注注 必要に応じて再調整する。

D. クレビスのジャムナットを締める。

重重重要要要 前前前ススストトトッッップププややや後後後ウウウェェェアアアバババーーーににに隙隙隙間間間がががななないいいととと昇昇昇降降降
アアアーーームムムががが破破破損損損すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

7
キキキャャャリリリアアアフフフレレレーーームムムををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

前前前カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキををを調調調整整整すすするるる

前カッティングデッキと後カッティングデッキではアーム
への取り付け位置が異なります。前カッティングデッキ
には2ヶ所の取り付け位置があり、刈り高とデッキに必
要な回転角度によって取り付け位置を選びます。

1. 刈高を 20-76 mm にセットする場合には、前キャ
リアフレームを下側の穴に取り付けます 図 16。

注注注 カッティングデッキをこの位置に取り付けておく
と、急な上りマウンド状の地形に対してデッキが
より高く移動することができます。ただし、小さな
マウンドの頂上部を乗り越えるときの、チェンバと
キャリアとの間の隙間は小さくなります。

g031576

図図図 16

1. 前上側取り付け穴 3. 後デッキ用取り付け穴

2. 前下側取り付け穴

2. 刈高を 63-100 mm にセットする場合には、前キャ
リアフレームを上側の穴に取り付けます 図 16。
注注注 これにより、チェンバとキャリアとの間の隙
間は大きくなりますが、上方への移動距離は小
さくなります。

後後後ろろろのののカカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの調調調整整整
前カッティングデッキと後カッティングデッキではアーム
への取り付け位置が異なります。後カッティングデッキ
の取り付け位置は一箇所のみで、フレーム下のサイド
ワインダーに整列させて取り付けます。

後カッティングデッキは、刈り高に関係なく後側の取り
付け穴を使って取り付けます図 16。

8
刈刈刈りりり高高高ののの調調調整整整

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
重重重要要要 こここののの刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキははは、、、リリリーーールルル式式式のののカカカッッッテテティィィンンングググユユユ
ニニニッッットトトよよよりりりももも、、、実実実際際際ののの刈刈刈高高高ががが 6 mm程程程度度度低低低くくくなななるるるここことととがががあああ
りりりままますすす。。。しししたたたがががっっっててて、、、リリリーーールルルモモモアアアととと同同同じじじ刈刈刈高高高ででで刈刈刈りりり込込込みみみ
たたたいいい場場場合合合にににははは、、、リリリーーールルル式式式のののユユユニニニッッットトトよよよりりりももも刈刈刈高高高ををを 6 mm
程程程度度度高高高くくく設設設定定定すすするるるここことととががが必必必要要要ににになななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

重重重要要要後後後カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキににに作作作業業業ををを行行行ううう場場場合合合にににははは、、、デデデッッッ
キキキををを外外外しししててて行行行ううう方方方がががずずずっっっととと簡簡簡単単単ででですすす。。。サササイイイドドドワワワイイインンンダダダ
Sidewinder®ををを装装装備備備しししててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、カカカッッッテテティィィンンングググ
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デデデッッッキキキををを右右右側側側にににスススララライイイドドドさささせせせ、、、後後後カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキををを外外外
ししし、、、機機機体体体ののの右右右側側側ににに引引引ききき出出出すすすのののががが最最最ももも簡簡簡単単単ででですすす。。。

1. 平らな固い床の上にカッティングデッキを降ろし、
エンジンを停止、キーを抜き取る。

2. 図 17のように、各刈り高ブラケットを刈り高プレー
ト前と右と左に固定しているボルトをゆるめる。

g031577

図図図 17

1. スペーサ 3. 刈高ブラケット

2. 刈高プレート

3. まず前から調整を始めるので、ボルトを外す。

4. チェンバを支えておきながらスペーサを取り外
す図 17。

5. 希望の刈り高にチェンバを合わせ、その刈り高の
穴とスロットにスペーサを通す図 18。

g026184

図図図 18

6. プレートとスペーサを整列させる。

7. ボルトを仮止め指締めする。

8. 各サイドについて、ステップ 4- 7の調整を行う。

9. ボルトを3本とも41 N·m4.2 kg.m = 30 ft-lbにトル
ク締めする。

注注注 前のボルトを先に締めること。

注注注刈高を大きく変更する場合38 mm以上、例え
ば、31 mm から 70 mm に変更する場合には、
一度に変更せずに二段階に分けて変更しないとう
まく変更できないことがあります。

9
ロロローーーラララスススクククレレレーーーパパパををを調調調整整整すすするるる

オオオプププシシショョョンンン

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

後ローラスクレーパオプションは、スクレーパとローラ
との間に 0.5-1 mm の平行な隙間があるときに最も効
率よく機能します。

1. グリスフィッティングと取り付けねじをゆるめる 図
19。

g031578

図図図 19

1. ローラスクレーパ 3. グリスフィッティング

2. 取り付けねじ

2. スクレーパを上下に移動させてロッドとローラとの
隙間が 0.5-1 mm になるように調整する。

3. グリスフィッティングとねじを取り付けて、交互に
41 N·m4.2 kg.m = 30 ft-lb にトルク締めする。
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10
マママルルルチチチンンングググバババッッッフフフルルルををを取取取りりり付付付
けけけるるる

オオオプププシシショョョンンン

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. チェンバの後壁および左側面の壁についている取

り付け穴を十分に清掃して異物を取り除く。

2. 後部の取り付け穴にマルチングバッフルを取り付
け、フランジヘッドボルト 5本で固定する図 20。

g031579

図図図 20

1. マルチングバッフル 2. フランジヘッドボルト

3. どのマルチングバッフルもブレードに触れていな
いこと、また後チェンバ壁面の内側にはみ出てい
ないことを確認する。

製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

g031595

図図図 21

1. チルトステアリングレバー 4. 前進走行ペダル

2. 傾斜計 5. 刈り込み・移動走行切り換
えレバー

3. 後退走行ペダル 6. インジケータ窓

走走走行行行ペペペダダダルルル

前進走行を行なうには、前進ペダルを踏み込みます。
後退ペダルを踏み込むと後退しますが、前進走行中は
ブレーキペダルとしても使用できます図 21。

注注注 ペダルをニュートラル位置にすると車両は停止し
ます。ペダルから足をはなすだけでもニュートラル位
置となります。

刈刈刈りりり込込込みみみ・・・移移移動動動走走走行行行切切切りりり換換換えええレレレバババーーー

かかとで操作するレバーです。左位置で移動走行モー
ド、右位置で刈り込みモードとなります図 21。

注注注 カッティングユニットは刈り込みモード以外では動作
しません。

重重重要要要刈刈刈りりり込込込みみみ速速速度度度ははは、、、出出出荷荷荷時時時ににに 9.7 km/hににに調調調整整整ささされれれ
ててていいいままますすす。。。スススピピピーーードドド・・・ススストトトッッップププねねねじじじででで、、、刈刈刈りりり込込込みみみ速速速度度度ののの
増増増減減減がががででできききままますすす図図図 22。。。
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g031596

図図図 22

1. スピード・ストップねじ

チチチルルルトトトススステテテアアアリリリンンングググレレレバババーーー

このレバーを手前に引いてハンドルを適当な位置に
調整します 調整ができたらレバーを前に倒して固定
します図 21。

イイインンンジジジケケケーーータタタ窓窓窓

モモモデデデルルル 30807、、、30839、、、30849 のののみみみ

カッティングユニットが中央位置にあるかどうかを確認
するための窓です。図 21

傾傾傾斜斜斜計計計

モモモデデデルルル 30807、、、30839、、、30849 のののみみみ

機体の左右の傾きを表示する計器です図 21。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチエンジンの始動、停止、予熱を行う
スイッチです。前部で3つの位置がありますOFF、
ON/PREHEAT、STARTです。 キーをON/PREHEAT 位
置に回して、そのままグロープラグランプが消えるの
を待ち7秒間程度、その後にキーを START位置に回
します。エンジンが始動したら、キーから手を離してく
ださい図 23。

キーを OFF位置に回せばエンジンは停止します

注注注事故防止のため、キーは抜き取っておいてください。

g031597

図図図 23

1. 駐車ブレーキ 7. グロープラグインジケータ
ランプ

2. カッティングユニットシフト
レバー

8. アワー・メータ

3. カッティングユニット作動ス
イッチ

9. スロットル

4. オルタネータランプ 10. 始動スイッチ

5. オイル圧警告灯 11. 昇降機能ロック

6. 冷却水温警告灯

スススロロロッッットトトルルル
スロットルを前に倒すとエンジン回転速度が速くなり、
後ろに引くと遅くなります図 23。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト作作作動動動スススイイイッッッチチチ
回転と停止の2 つの位置があります。バルブバンクの電
磁弁を操作してリールを回転させるスイッチです図 23。

アアアワワワーーーメメメーーータタタ
アワーメータは、左側コントロールパネルにあって本機
の稼働時間を積算表示します。このメータは始動スイッ
チをON位置にすると始動します図 23。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトシシシフフフトトトレレレバババーーー
このレバーを前に倒すとカッティングユニットが下降しま
す。レバーを手前の RAISE位置に引けばカッティング
ユニットは上昇します図 23。

注注注 エンジンが作動していないとカッティングユニットは
下降しません。

モモモデデデルルル 30807、、、30839、、、30849では、レバーを左右
に動かすとカッティングユニットがその方向にスライド
します。
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注注注 この操作はカッティングユニットを上昇させた状態、
または芝刈り走行中に行ってください。

注注注 カッティングユニットを下降させる時、レバーを前位
置に保持しておく必要はありません。

エエエンンンジジジンンン冷冷冷却却却液液液温温温度度度ララランンンプププ

エンジンの冷却水の温度が異常に高くなると警告灯が
点灯します。トラクタの運転が停止されず、冷却水温
度がさらに5°C上昇すると自動的にエンジンを停止さ
せます。図 23

オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

エンジンオイルの圧力が危険域まで下がると点灯し
ます図 23。

オオオルルルタタタネネネーーータタタララランンンプププ

オルタネータランプは、エンジンが作動中は消えてい
るのが正常です図 23。

注注注 点灯した場合は充電系統の異常ですから修理が
必要です。

グググロロローーープププラララグググイイインンンジジジケケケーーータタタララランンンプププ

グロープラグインジケータランプは、グロープラグが作
動中に点灯します図 23。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

エンジンを停止させる時には、車体が不意に動き出さ
ないよう、必ず駐車ブレーキを掛けてください。レバー
を手前に引くと駐車ブレーキがかかります図 23。

注注注駐車ブレーキが掛かっているのに走行ペダルが踏
むとエンジンが停止します

昇昇昇降降降レレレバババーーーロロロッッッククク

後方に倒すとカッティングユニットがロックされ、落下を
防止します図 23。

燃燃燃料料料計計計

燃料計は、燃料タンクに残っている燃料の量を表示
します図 24。

g031598

図図図 24

1. 燃料計 2. 座席調整レバー

座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

運転席横の調整レバーを外側に引いて運転席を希望
の位置にスライドさせ、その位置でレバーから手を離
すと運転席が固定されます図 24。

22
 



仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト

全幅刈り幅 68インチ173cmの
機種

182cm 71.8 インチ

全幅刈り幅 72インチ183cmの
機種

193cm 75.8 インチ

長さ 295 cm (116 インチ)

ROPS最上部までの高さ 180 cm (70.8 インチ)

ホイールベース 149cm 58.5 インチ

トレッド 145cm 57 インチ

地上高 15.3cm 6 インチ

重量カッティングユニットを含む
モデル 30807、30839、30843
モデル 30849

963 kg
952 kg

カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキ

長さ 86.4 cm

幅 86.4 cm

高さ 24.4cm キャリアマウントまで
26.7cm 刈高 18mm のとき

34.9cm 刈高 102mm のとき

ウェイト 88 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができま
す。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または代
理店へお問い合わせください。www.Toro.comでもす
べての認定アタッチメントとアクセサリをご覧になるこ
とができます。

運運運転転転操操操作作作
注注注前後左右は運転位置からみた方向です。

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対

に運転や整備をさせないでください地域によってはマ
シンのオペレータに年齢制限を設けていることがあり
ますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 安全な運転操作、各部の操作方法や安全標識など
に十分慣れておきましょうエンジンの緊急停止方法
に慣れておきましょう。

• すべての安全装置が正しく取り付けられ、正しく機
能しているか点検してください。安全装置は、オペ
レータ所在確認スイッチ、インタロックスイッチ、
シールド類、ROPS、アタッチメント、ブレーキなど
のことを言います。すべての安全装置が正しく取り
付けられ、メーカーの設計通りに機能していることが
確認できない時には機械を使用しないでください。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、刈り込
みアセンブリの点検を行ってください。バランスを狂
わせないようにするため、ブレードを交換するときに
はボルトもセットで交換してください。

• これから機械で作業する場所をよく確認し、機械に
巻き込まれそうなものはすべて取り除きましょう。

• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業する
にはどのようなアクセサリやアタッチメントが必要
かを判断してください。
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燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項

危危危険険険
燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた状状状
態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、絶絶絶対対対
ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに入入入
れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。
180日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

• 必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムががが取取取りりり付付付けけけららられれれててていいい
てててそそそれれれががが正正正常常常ににに作作作動動動すすするるる状状状態態態ででで使使使用用用しししてててくくくだだださささ
いいい。。。

警警警告告告
燃燃燃料料料ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと非非非常常常ににに危危危険険険ででで生生生命命命ににに関関関わわわるるる。。。ままま
たたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体ににに重重重篤篤篤ななな症症症
状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

• ノノノズズズルルルややや燃燃燃料料料タタタンンンクククののの注注注入入入口口口にににははは手手手ややや顔顔顔ををを近近近づづづ
けけけななないいいこここととと。。。

• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ががが目目目ややや肌肌肌ににに触触触れれれななないいいよよようううにににすすするるる

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中に燃料タンクのフタを開けたり給油
したりしない。

• トラックの荷台に敷いたカーペットやプラスチックマッ
トなど絶縁体の上で燃料の給油をしないでくださ
い。ガソリン容器は車から十分に離し、地面に直接
置いて給油してください。

• 給油は、機械をトラックやトレーラから地面に降ろ
し、機体を接地させた状態で行ってください。機械
を車両に搭載したままで給油を行わなければいけ
ない場合には、大型タンクのノズルからでなく、小
型の容器から給油してください。

• 給油は、給油ノズルを燃料タンクの口に接触させた
状態を維持して行ってください。ノズルを開いたまま
にする器具などを使わないでください。

• もし燃料を衣服にこぼしてしまった場合には、直
ちに着替えてください。

• 燃料の補給は、タンク上面から約25 mm下のレベ
ルまでとしてください。燃料を入れすぎないでくだ

さい。給油後は燃料タンクキャップをしっかりと締
めてください。

ブブブレレレーーードドドののの選選選択択択

標標標準準準コココンンンビビビネネネーーーシシショョョンンンセセセーーールルルブブブレレレーーードドド

草の状態に関係なく、非常に効率よく草を立たせ、刈
りかすをきれいに分散させる。立ち上げをより強くある
いは弱く、また排出速度をより強くあるいは弱くしたい
場合には、他のブレードの使用を考える。

特特特徴徴徴ほとんどの条件で効率よく草を立たせ、刈りかす
をきれいに分散させる。

アアアンンングググルルルセセセーーールルルブブブレレレーーードドド

低めの刈高19-64 mmで最もよく性能を発揮する。

特特特徴徴徴

• 刈り高を低くしても、刈りかすが均一に散る。

• 刈りかす左側へ片寄る傾向が抑えられるので、バ
ンカーやフェアウェイの周りがきれいに見える。

• 密集した芝や刈高を低くした刈り込みでも、必要な
パワーが小さい。

ハハハイイイリリリフフフトトトパパパラララレレレルルルセセセーーールルルブブブレレレーーードドド

高めの刈高70-102 mmで最もよく性能を発揮する。

特特特徴徴徴

• 上昇気流も排出速度も大きい。

• 密度の低い芝生や柔らかい芝生で刈り高を高くした
ときに、芝草をしっかりと立たせる。

• 濡れてくっつきやすくなった刈りかすを効率良く排出
し、デッキが詰まりにくい。

• 運転に大きなパワーを必要とする。

• 刈りかすが左側へ片寄る傾向が強いので、刈り高
が低いと刈りかすが山になりやすい。

警警警告告告
ハハハイイイリリリフフフトトトブブブレレレーーードドドとととマママルルルチチチンンングググバババッッッフフフルルルををを組組組みみみ合合合わわわ
せせせるるるととと、、、ブブブレレレーーードドドががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりり万万万一一一場場場合合合
にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

ハハハイイイリリリフフフトトトブブブレレレーーードドドでででののの刈刈刈りりり込込込みみみにににマママルルルチチチンンングググバババッッッフフフ
ルルルををを使使使用用用しししてててはははななならららななないいい。。。

アアアトトトミミミッッックククブブブレレレーーードドド

特特特徴徴徴 落ち葉のマルチングに最適。
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アアアクククセセセサササリリリののの選選選択択択

オオオプププシシショョョンンンののの機機機器器器構構構成成成

アアアンンングググルルルセセセーーールルルブブブレレレーーードドド

ハハハイイイリリリフフフトトトパパパラララレレレルルルセセセーーー
ルルルブブブレレレーーードドドマママルルルチチチンンングググ
バババッッッフフフルルルととと同同同時時時ににに使使使
用用用しししななないいいこここととと)

マママルルルチチチンンングググバババッッッフフフルルル ロロローーーラララスススクククレレレーーーパパパ

芝芝芝生生生ののの刈刈刈りりり込込込みみみ刈刈刈高高高
19-44 mm

ほとんどの場合に推奨 密度の低いまたはまば ら
な草地で使用可能

芝芝芝生生生ののの刈刈刈りりり込込込みみみ刈刈刈高高高
50-64 mm

密度の高いまたはよく繁
茂した草地に推奨

密度の低いまたはま ば
らな草地に推奨

芝芝芝生生生ののの刈刈刈りりり込込込みみみ刈刈刈高高高
70-100 mm

よく茂った草地で使用可
能

ほとんどの場合に推奨

寒地型の芝草を少なくと
も週 3回刈る 草丈の1/3
以上を切 り込まない場合
に刈りかすの分散をきれ
いにする。ハハハイイイリリリフフフトトトパパパラララ
レレレルルルセセセーーールルルブブブレレレーーードドドにににははは
使使使用用用しししななないいいこここととと

落落落ちちち葉葉葉のののマママルルルチチチンンングググ マルチングバッフルの使
用を推奨

使使使用用用禁禁禁止止止 コンビネーションセールま
たはアングルセールとの
み使用可能

ローラに刈りかすがこび
りつく、刈りかすが広く平
らにかたまって残るなど
の場合にはいつでも使用
してよいスクレーパを使う
とかえってこびりつきがひ
どくなる場合がある。

長長長所所所 低い刈高で刈りかすを均
等に分散。バンカーや
フェアウェイまわりでの仕
上がりがきれい。パワー
消費が少ない

草をしっかり立たせ、排
出力も強い。密度の低い
まばらなターフを高い刈
高で刈り込むことができ
る。ぬれてベタつく刈りか
すも効率よく排出する。

用途により、刈りかすの
分散をきれいにし刈り上
がりを美しく見せることが
できる。落ち葉のマルチ
ングに適している。

ローラへの刈りかすのこ
びりつきを減らす。

短短短所所所 刈高が高いと十分に草を
立たせられない草がぬれ
ているとデッキ裏側にこ
びりついて刈り上がりが
悪くなりパワー消費も増
える。

用途によってはパワー消
費が大きくなる。旺盛に
成長した草を低く刈ると
刈りかすがうね状にあつ
まる傾向が出る。マルチ
ングバッフルと一緒に使
用しないこと。

一度に大量の草を処理し
ようとするとデッキ内部に
たまりを作る。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、エンジンオイルの量を点
検してください手順は エンジンオイルの量を点検する
(ページ 39)を参照してください。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、冷却系統を点検してくだ
さい手順は 冷却系統を点検する (ページ 46)を参照
してください。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、油圧系統を点検してくだ
さい手順は 油圧システムを点検する (ページ 50)を
参照してください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
硫黄分の少ない微量500 ppm 未満、または極微
量15 ppm未満の新しい軽油またはバイオディーゼル
燃料以外は使用しないでください。セタン値が 40以上
のものをお使いください。燃料の劣化を避けるため、
180日以内に使いきれる程度の量を購入するように
してください。

燃料タンク容量は約 42 リットルです。

気温が -7℃以上では夏用燃料2号軽油を使用します
が、気温が -7℃以下の季節には冬用燃料1号軽油ま
たは1号と2号の混合を使用してください。

低温下で冬用ディーゼル燃料を使うと、発火点や流動
点が下がってエンジンが始動しやすくなるばかりでな
く、燃料の成分分離ワックス状物質の沈殿によるフィル
タの目詰まりを防止できるなどの利点があります。

気温が -7°以上の季節には夏用燃料を使用する方が、
燃料ポンプの寿命を延ばします。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料対対対応応応

この機械はバイオディーゼル燃料を混合したB20燃料
バイオディーゼル燃料が20、通常軽油が80を使用す
ることができます。ただし、通常軽油は硫黄分の少な
い、または極微量のものを使ってください。以下の注
意を守ってお使いください。

• バイオディーゼル成分が ASTM D6751 または
EN 14214 に適合しているものを使用してください。

• 混合後の成分構成が ASTM D975 または EN 590
に適合していることをご確認ください。

• 着色したターフを汚す可能性があります。
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• 気温の低い場所でバイオディーゼル燃料を使う場
合には、B5バイオディーゼル成分が5%またはそ
れ以下の製品をお使いください。

• 時間経過による劣化がありうるので、シール部分、
ホース、ガスケットなど燃料に直接接する部分をま
めに点検してください。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてからしば
らくの間は燃料フィルタが目詰まりを起こす可能性
があります。

• 更に詳しい情報については、代理店にお問い合
わせください。

1. 燃料タンクのキャップ図 25の周囲をきれいに拭
く。

2. 燃料タンクのキャップを取る。

3. タンクの首の根元まで燃料を入れる。入入入れれれすすすぎぎぎななな
いいいこここととと。。。給油が終わったらキャップを締める。

4. こぼれた燃料は火災防止のためにすぐに拭き取る

g008884

図図図 25

1. 燃料タンクのキャップ

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

危危危険険険
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ががが不不不足足足すすするるるととと、、、斜斜斜面面面ででで機機機体体体ががが不不不安安安定定定
ににになななりりり、、、転転転倒倒倒なななどどど、、、生生生命命命ににに関関関わわわるるる重重重大大大ななな人人人身身身事事事
故故故ををを起起起こここしししやややすすすくくくなななるるる。。。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ははは規規規定定定値値値以以以下下下ににに下下下げげげてててはははななならららななないいい。。。

タイヤの適正空気圧は、0.97-1.24 bar0.98-1.26 kg/m2
= 14-18 psiです図 26。

重重重要要要 マママシシシンンンののの性性性能能能ををを適適適切切切ににに発発発揮揮揮さささせせせ、、、まままたたた質質質ののの高高高いいい
刈刈刈りりり込込込みみみををを実実実現現現すすするるるたたためめめににに、、、すすすべべべてててのののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧
ををを正正正しししくくく維維維持持持しししてててくくくだだださささいいい。。。

運運運転転転ををを行行行ううう前前前ににに、、、全全全部部部のののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧ををを調調調整整整しししてててくくく
だだださささいいい。。。

g001055

図図図 26

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検
すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 1 時間

使用開始後最初の 10 時間
200運転時間ごと

ホイールナットを 61-88 N·m6.2-9.0 kg.m = 45-65
ft-lbにトルク締めする。

警警警告告告
適適適切切切なななトトトルルルククク締締締めめめををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落かかかららら人人人身身身事事事
故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

各各各ラララグググナナナッッットトトををを適適適正正正トトトルルルクククにににトトトルルルククク締締締めめめすすするるる。。。

安安安全全全イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムののの動動動
作作作ををを確確確認認認すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前ににに動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業
前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

1. ゆっくりとした速度で、障害物のない広い場所
に移動する。

2. カッティングユニットを下降させ、エンジンを停止
させて、駐車ブレーキを掛ける。

3. カッティングユニットのスイッチをON位置または走
行ペダルが踏まれた状態では、着席してもエンジ
ンを始動することは出来ない。

注注注 動くのはインタロックの故障であるから直ち
に修理する。
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4. 着席した状態で、走行ペダルをニュートラル位置
にし、駐車ブレーキをOFFにし、カッティングユ
ニットのスイッチをOFF位置にセットする。

注注注 エンジンを始動する。運転席から立ち上が
り、走行ペダルをゆっくりと踏み込んでみる1-3秒
でエンジンが停止すれば正常。停止しない場合
はインタロックスイッチが故障しているので、運
転前に修理する。

注注注駐車ブレーキにもインタロックスイッチが搭載されて
います。駐車ブレーキが掛かっているのに走行ペダル
が踏むとエンジンが停止します

運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• オペレータやユーザーは、自分自身と他人の安全

および物損などに対するに責任があり、オペレー
タやユーザーの注意によって様々な事故を防止す
ることができます。

• 作業にふさわしい服装をする安全めがね、すべり
にくく安全な靴、聴覚保護具を着用してください。
安全靴と長ズボンの着用をおすすめします。地域
によってはこれらの着用が義務付けられています
のでご注意ください。長い髪は束ね、服のだぶつ
いている部分はまとめるなどし、装飾品は身に着
けないでください。

• エンジンを掛ける前に、全部の駆動装置がニュート
ラルであること、駐車ブレーキが掛かっていることを
確認し、運転席に着席してください。

• 可動部に手足などを近づけないよう注意してくだ
さい。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 刈りかすの排出口を、人やペットの方に向けないで
ください。

• どうしても必要な時以外は、バックしながらの刈り
込みは行わないでください。バックしながらの刈り
込まざるを得ない場合は、必ず後方の安全、特に
子供がいないことを確認し、刈り込み中も安全確
認を怠らないようにしてください。子供が作業場
所に入ってきた場合には、十分に警戒し、作業を
停止してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くや視界のきかない場所では安全に特に
注意してください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くなどでは
作業しないでください。万一車輪が段差や溝に落ち
たり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に転倒
し、非常に危険です。

• 絶対に人を乗せないでください。

• 機械の運転は十分な視界の確保ができる適切な
天候条件のもとで行ってください。落雷の危険があ
る時には運転しないでください。

• ぬれた芝の上では刈り込み作業をしないでください。
接地力が落ちてスリップする危険が高くなります。

• ブレードが回転中は絶対に刈り込みデッキを上昇さ
せないでください。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときには運転を停止してよく点検してください。異
常を発見したら、作業を再開する前にすべて修理
してください。

• 刈り込み中以外にはブレードの回転を止めてくださ
い。特に、砂利道の横断時などにブレードが回転し
ていると非常に危険です。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• 公道走行中は、法律等で禁止されている場合を除
き、必ず警告ランプを点滅させてください。

• 燃料を補給する時や刈高を変更する時は、必ずア
タッチメントを停止させ、エンジンを止めてください。

• エンジンを停止する時にはスロットルを下げておい
て下さい。また、燃料バルブの付いている機種で
はエンジン停止後に燃料バルブを閉じてください。

• 排気ガスが充満するような締め切った場所では絶対
にエンジンを運転しないでください。

• エンジンを掛けたまま機体から離れないでください。

• 運転位置を離れる前に

– 平らな場所に停止する。

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降させ
る。

– 駐車ブレーキを掛け、

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。

• エンジンの回転数調整速度を変えないでください。
規定以上の速度でエンジンを運転すると人身事故
が起こる恐れが大きくなります。

• この機械を牽引用車両として使用しないでください。

• 弊社Toro® カンパニーが認めた以外のアクセサリや
アタッチメントを使用しないでください。

横横横転転転保保保護護護バババーーーROPSにににつつついいいてててののの安安安全全全
確確確認認認
• POPSは機体から外外外さささななないいいでください。

• 必ずシートベルトを着用し、緊急時にはシートベルト
を迅速に外せるよう練習しておいてください。

• ROPS を立てて運転中は必ずシートベルトを着用
すること。

• 頭上の安全、たとえば木の枝、門、電線などに注
意し、これらに機械や頭をぶつけないかどうかを確
認ながら運転してください。頭上の異物に触れない
ように注意してください。

27
 



• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具が
ゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行い、
万一の際に確実に役立つようにしておいてください。

• ROPSが破損した場合は新しいものに交換してくだ
さい。修理や裏返しての使用はしないでください。

• ROPSの改造はどのような場合でも Toro®社の事
前承認が必用です。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 斜面では必ず減速し、安全に十分注意して運転し

てください。斜面では、推奨された走行方向を守っ
て作業してください。ターフの状態は、マシンの安
定性に大きな影響を与えます。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。坂を
上れないと分かったら、ブレードを止め、ゆっくりと
バックで、まっすぐに坂を下りてください。

• 小さな旋回をしないでください。後退は十分注意し
て行ってください。

• 斜面を通行する時には、必ず全部のカッティングユ
ニットを降下させてください。

• 斜面では旋回操作は避けてください。どうしても旋
回しなければならない場合は、ゆっくりと大きく、可
能であれば谷側に、旋回してください。

• アタッチメントを搭載すると機械の安定性が変化しま
すから、運転には特に注意してください。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
1. 駐車ブレーキが掛かっていること、カッティング

ユニットの駆動スイッチが OFF 位置にあること
を確認する。

2. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュートラル
位置にあることを確認する。

3. スロットルをハーフスロットル位置にする。

4. キーを差し込み、ON/PREHEAT 位置に回して、
そのままグロープラグランプが消えるのを待ち7秒
間程度、その後にキーを START位置に回す。

重重重要要要 スススタタターーータタタモモモーーータタタををを15秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使用用用
すすするるるとととオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトすすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす10秒秒秒
間間間連連連続続続ででで使使使用用用しししたたたららら60秒秒秒間間間ののの休休休止止止時時時間間間をををとととっっっててて
くくくだだださささいいい。。。

5. エンジンが始動したら、キーから手を離す。

注注注キーは自動的にON/RUN位置に動きます。

6. エンジンを初めて始動した時、エンジンのオー
バーホールを行った後などは、1-2分間の時間を
取って前進および後退走行の確認を行う。

注注注 また、昇降レバーやカッティングユニット駆動
スイッチを操作して各部が正常に作動すること
を確認する。

7. ハンドルを左右それぞれいっぱいまで切って応答
を確認する。以上の点検の後、エンジンを停止
させ、オイル漏れや各部のゆるみなどがないか
さらに点検する。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順

エンジンを停止するには、スロットルをアイドル位置、
カッティングユニット駆動スイッチを OFF位置に戻し、
始動キーをOFF位置に回して抜き取る。事故防止の
ため、キーは抜き取る。
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スススタタタンンンダダダーーードドドコココンンントトトロロローーールルルモモモ
ジジジュュューーールルルSCM
スタンダードコントロールモジュールSCMは樹脂によっ
て完全封止された汎用制御モジュールです。電子回路
により機械の状態の制御と監視を行い、機械を安全に
動作させるために必要な電子制御を実現しています。

モジュールは、入力信号として、ニュートラル状態、駐
車ブレーキ、PTO、エンジン始動、バックラップ、オー
バーヒートなどの情報を取り込みます。そして、これら
の入力情報に対する応答として、PTOスイッチ、スター
タ・スイッチ、ETRエンジン駆動ソレノイドを制御します。

モジュール表面は入力表示部と出力表示部に分かれて
います。入力側の情報も出力側の情報も回路基盤に
搭載された緑色の LED で表示されます。

エンジン始動回路のLEDはDC 12Vの通電で点灯しま
す。その他の入力表示回路は回路が閉じてアースされ
た時に通電状態となります。どの入力表示LEDも、その
回路に通電があったときに点灯します。これらの入力表
示LEDは故障探究のときに利用することが出来ます。

出力回路はそれぞれ所定の入力がそろった時に通電
状態となります。出力回路はPTO、ETR、STARTの 3
種類です。各LEDによりそれぞれの回路のリレー状態
すなわちその回路の通電状態がわかります。

出力回路が健全でも、出力装置そのものが健全であ
ることは保証できません。ですから電気系統の故障探
究を行う時には、出力LEDのチェック以外に各機器の
通常のテストやワイヤハーネスの検査が必要になりま
す。各機器単体のインピーダンス測定、ワイヤハーネ
スをつないだ状態SCMのところで切り離した状態での
インピーダンス測定、一時的な通電試験などを行って
みる必要があるでしょう。

SCMは外部のコンピュータや診断機器に接続すること
はできません。また、内部のプログラムを改変するこ
ともできませんし、発生した故障内容を記憶しておく
こともできません。

SCM上のLEDの説明は絵文字のみです。枠で囲まれ
た3 つのLEDが出力です。図 27に示すように、それ以
外のLEDはすべて入力です。

g031611

図図図 27

1. バックラップ入力 7. PTO出力
2. オーバーヒート入力 8. START出力
3. 着席入力 9. ETR出力
4. PTOスイッチ入力 10. START入力
5. 駐車ブレーキ入力 11. 電源入力

6. ニュートラル位置入力

SCMを使った故障探究手順は以下の通りです。

1. どの出力を調べたいのかを決めるPTO、始動、
ETR。

2. 始動キーをONにして、赤い電源LEDが点灯す
るのを確認する。

3. 各入力スイッチを操作して、対応する入力 LED
の点灯を確認する。

4. スイッチやレバーを操作して、調べたい出力に必
要な入力条件を作り出す。

注注注 入力条件は、次ページのロジックチャートで
調べることができる。

5. 出力LEDが点灯する場合には以下の修理項目
を確認する

• 出力LEDが点灯しているのにその機器が作動
しない場合には、出力ハーネス、そこから先
の接続、機器そのものの故障が疑われる。

注注注 必要に応じて修理する。

• 出力LEDが点灯しない場合には、ヒューズ両
方を点検する。

• 入力が正常なのに出力LEDが点灯しない場
合には、SCM を交換して症状が解消するか
を試験する。
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チャートの各行横列は、その出力機能に必要な入力の状態を示します。チャートの左欄に、機能が示されていま
す。各記号は以下のような意味を表します 通電、閉じてアースされている、開いてアースされている。

入入入力力力 出出出力力力

機能 パワー
ON

ニュート
ラル状態

STARTON ブレーキ
ON

PTO ON 着席 オーバー
ヒート

バック
ラップ

始動 ETR PTO

始動 — — + O O — O O + + O

運転非
着席

— — O O O O O O O + O

運転着
席

— O O — O — O O O + O

刈り込み — O O — — — O O O + +

バック
ラップ

— — O O — O O — O + +

オーバー
ヒート

— O — O O O

• –回路は閉じていてアースされている—LED はON。
• O 回路は開いていてアースされているか通電な

し—LED はOFF。

• + 回路は通電しているクラッチコイル、ソレノイド、
始動キー LED点灯

• 空欄は、その論理構成に関係がないことを示す。

故障探究手順は、まず、始動キーをON にするエンジンは始動しない。不具合の出ている機能を表の一番左の欄
から探し出す。必要な入力をそれぞれ操作してLED が点灯するのを確認する。

入力LED に問題がなければ出力LED を確認する。出力LED が点灯しているのにその機器が作動しない場合に
は、機器に到達している電圧、機器までの導通、アース回路などを検査する。

ヒヒヒンンントトト

運運運転転転操操操作作作
• エンジンを始動し、ハーフスロットルでウォームアッ

プします。エンジンが温まったらフルスロットルにし
てください。カッティングユニットを上昇させ、駐車
ブレーキを解除し、移動走行モードにセットし、静
かに前進ペダルを踏み込んで、安全な広い場所に
移動してください。

• まず、前進、後退、停止を練習します。走行ペダ
ルから足を離せばペダルは自動的にニュートラル位
置に戻って停止しますし、後退ペダルを踏み込ん
でも停止します。

注注注下り坂を走行中に停止する場合は、後退ペダル
を利用するほうがよいでしょう。

• 斜面の刈り込みは、できるだけ上下方向に行ってく
ださい。斜面を下るときには、機体を安定させるた
めにカッティングユニットを下げておいてください。
斜面では旋回しないでください。

• 障害物の周囲をカッティングユニットを下げた状態、
上げた状態のどちらでも上手に旋回できるように練
習してください。狭い場所を通り抜ける時、マシン
やカッティングユニットをぶつけて損傷しないよう
十分注意してください。

• サイドワインダーを使って左右へのスライドによる
リーチの感覚をつかんでください。

• サイドワインダーの操作は、カッティングユニットが
上昇位置にある時、または実際に芝刈り走行中以
外は行わないでください。カッティングユニットを下
げたまま、機体が停止している時にスライド動作を
行うと、芝生を損傷します。

• ラフでは低速で走行してください。

• サイドワインダーを使うと、最大33 cmのオーバー
ハングを取ることが可能です。この機能により、サ
ンドバンカーのエッジ近くや池の水際近くのトリミン
グなど障害物に近づいての刈り込みをするときに、
タイヤを障害物からなるべく遠くに離しておくことが
可能になります。

• また前方に障害物があってもカッティングユニットの
スライド動作でかわすことができます。

• 現場から現場へ移動する時には、カッティングユ
ニットを一番高い位置まで上昇させ、刈込・移動切
り替えスライドスイッチを左移動にセットし、スロット
ルをFASTにセットします。

刈刈刈りりり込込込みみみパパパタタターーーンンンををを変変変えええるるる

同じ方向からの刈り込みを続けていると芝草が寝てしま
い、刈ったあとの見映えが悪くなります。刈り込みの方
向はできるだけ毎回変えるようにしましょう。
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カカカウウウンンンタタタバババララランンンスススにににつつついいいててて

カウンタバランスシステムにより、刈り込みデッキの油
圧昇降シリンダからデッキへバック圧を掛けています。
これにより、デッキの重量の一部を駆動輪に移して走
行性を高めています。カウンタバランスの圧力設定は
製造工場で行われており、通常はこのままで大抵の刈
り込み条件において、走行性能と刈り上がりが最も適
切にバランスするようになっています。カウンタバランス
の設定を下げると、刈り込みデッキを安定させ、走行
性をやや落とします。設定を上げると、走行性がアップ
しますが、デッキが軽くなることが原因で刈り跡の見映
えに問題が出てくる場合が考えられます。カウンタバ
ランスの油圧調整設定についてより詳しくは、サービ
スマニュアルを参照してください。

刈刈刈りりり込込込みみみ後後後ののの見見見映映映えええののの問問問題題題ををを解解解決決決すすす
るるるにににははは

見映えのトラブルシューティングガイドAftercut
Appearance Troubleshooting Guideを参照してくださ
いwww.Toro.com

適適適切切切ななな刈刈刈りりり込込込みみみテテテクククニニニッッックククををを使使使ううう
• ブレードを回転させてからゆっくりと芝刈り場所に入り

ます。前のカッティングユニットが芝刈りの境界内に
入ったところでカッティングユニットを降下させます。

• 真っ直ぐに刈りたいきれいなストライプを作りたい
ときなど場合は、樹木などを目印にして走行して
ください。

• 前方のカッティングユニットが芝刈りエリアの境界に
ついたらカッティングユニットを上げます。「雨だ
れ型」のターンを行うと、早く旋回し、しかもライン
を揃えやすくなります。

• サイドワインダー搭載機はバンカー周りや池の周
囲の刈り込みを簡単に行うことができます。シフト
レバーを右または左に倒せば同じ方向にカッティン
グユニットがスライドします。また、カッティングユ
ニットをシフトさせることによりタイヤの通り道を変
更することが可能です。

• 刈りかすは左側に排出されます。従って、サンドバ
ンカーの周囲などを刈るときは、右回りに刈ると、
刈りかすをバンカー内に落とさずにきれいに刈る
ことが出来ます。

• カッティングユニットにボルト固定するマルチング
バッフルが発売されています。マルチングバッフル
は、定期的に刈り込みを行っているターフで最も威
力を発揮します。一回の刈り取り長さが25 mmを超
えないようにするのがきれいに仕上げるコツです。
刈り取り長さが大きくなりすぎると刈り上がりの見た
目が汚くなり、刈り込みに必要なパワーも増えてし
まいます。マルチングバッフルは、秋に落ち葉を粉
砕処理する作業にも大変適しています。

刈刈刈りりり込込込みみみははは芝芝芝ががが乾乾乾いいいててていいいるるる時時時ににに

刈り込みは、朝露を避けて遅めの午前中か、直射日
光を避けて午後遅くに行いましょう。露があると草がか
たまりになりやすく、また刈りたてのターフは強い直射
日光に当たるとダメージを受けます。

条条条件件件ににに合合合っっったたた適適適切切切ななな刈刈刈りりり高高高ををを選選選択択択すすするるる

一度に切り取る長さは25 mm以内に抑えましょう。草丈
の1/3 以上は刈り取らないのが原則です。成長期の
密生している芝生では刈り高設定をさらに一目盛り上
げる必要があるかもしれません。

鋭鋭鋭利利利なななブブブレレレーーードドドででで刈刈刈りりり込込込むむむ

刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれいです。そ
のような切り口は茶色に変色し、芝草の成長に悪影響
を与えるだけでなく、病害の発生なども助長します。ブ
レードが適切な状態であり、セールの形状が完全であ
ることを確認してください。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの点点点検検検

デッキのチェンバブレードのある空間を良いコンディショ
ンに維持してください。チェンバの変形は修正して、ブ
レードの先端とチェンバとの間に適切なすき間を確保
してください。

刈刈刈りりり込込込みみみ終終終了了了後後後ののの整整整備備備

刈り込み作業が終わったら、ノズルを付けないホース
で機体を十分に水洗いしてくださいシール部やベアリン
グへの浸水を防止するため。ラジエターおよびオイル
クーラに刈りかすやごみが付着していたらきれいに取り
除いてください。洗車が終わったら、トラクションユニッ
トおよびカッティングユニット各部およびブレードの磨耗・
損傷などの点検を行ってください。

重重重要要要 洗洗洗浄浄浄ががが終終終わわわっっったたたららら、、、サササイイイドドドワワワイイインンンダダダーーーををを左左左右右右ににに
数数数回回回動動動かかかしししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれににによよよりりり、、、ベベベアアアリリリンンングググブブブロロロッッッ
クククとととクククロロロスススチチチュュューーーブブブににに溜溜溜まままっっっててていいいるるる水水水ををを掃掃掃ききき取取取るるるここことととががが
ででできききままますすす。。。
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運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• 火災防止のため、カッティングユニットや駆動部、

マフラーの周囲に、草や木の葉、ホコリなどが溜
まらないようご注意ください。オイルや燃料がこぼ
れた場合はふき取ってください。

• 格納保管中やトレーラで輸送中は、燃料バルブを
閉じておいてください。

• 移動走行時など、刈り込みなどの作業をしていな
い時には、アタッチメントの駆動を解除しておいて
ください。

• 機械をトレーラやトラックに積み込む際には、機体と
同じ幅のある歩み板を使用してください。歩み板と
路面との角度が15度を超えないようにしてください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケーブ
ル、ロープなどで機体を確実に固定してください。
機体の前後に取り付けた固定ロープは、どちらも、
機体を外側に引っ張るように配置してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械や
燃料容器を保管格納しないでください。

牽牽牽引引引時時時ののの安安安全全全事事事項項項
• この機械の牽引は、必ず牽引装置ヒッチを装備し

た車両で行ってください。牽引される側の機械は、
ヒッチポイントでのみ連結してください。

• メーカーが決めた牽引時の重量制限や斜面での
牽引制限を守ってください。斜面などでは、牽引
される側の機械の重量によって運転制御ができな
くなる危険があります。

• 牽引される側の機械には絶対に子供などを乗せな
いでください。

• 牽引は低速で行い、停止距離を十分にとってくだ
さい。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
重重重要要要 緊緊緊急急急時時時にににははは、、、短短短距距距離離離ににに限限限りりり、、、本本本機機機ををを牽牽牽引引引しししててて
移移移動動動すすするるるここことととがががででできききままますすす。。。牽牽牽引引引移移移動動動時時時ののの速速速度度度ははは、、、34
km/hとととしししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれ以以以上上上ののの速速速度度度でででははは駆駆駆動動動系系系ににに損損損
傷傷傷ををを与与与えええるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。移移移動動動距距距離離離ががが長長長くくくなななるるる場場場合合合
ははは、、、トトトラララッッックククやややトトトレレレーーーラララににに積積積んんんででで移移移送送送しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 油圧ポンプについているバイパスバルブを90°回
転させる図 28。

g031610

図図図 28

1. バイパス・バルブ

2. エンジンを掛ける時にはバルブを90°¼ 回転さ
せて元通りに閉める。

重重重要要要 バババルルルブブブををを開開開けけけたたたままままままでででエエエンンンジジジンンンををを掛掛掛けけけななな
いいい。。。エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる危危危険険険がががあああるるる。。。
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保保保守守守
注注注前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 10 時間
• ホイールナットのトルク締めを行う。
• 全部のベルトの状態と張りを点検します。
• 油圧フィルタを交換します。

使用開始後最初の 50 時間 • エンジンオイルとフィルタを交換する。

使用するごとまたは毎日

• タイヤ空気圧を点検する。
• 安全インタロックシステムの動作を確認します。
• エンジンオイルの量を点検する。
• 燃料・水セパレータの水抜きを行ないます。
• 冷却液の量を点検する。
• ラジエターとオイルクーラを毎日清掃してください（ほこりの多い場所で使用するときは
さらに間隔を詰めて清掃してください）。

• 油圧オイルの量を点検する。
• 油圧ラインとホースを点検する。
• ブレードの停止に要する時間を確認します。

25運転時間ごと
• バッテリー液の量を点検する。 （格納期間中は30日ごとにバッテリーの液量を点検し
てください｡）

50運転時間ごと
• 全部のベアリングとブッシュのグリスアップを行う。
• エアクリーナのカバーを外して内部のごみを除去する。フィルタは外さないでください。

100運転時間ごと • 全部のベルトの状態と張りを点検する。

150運転時間ごと • エンジンオイルとフィルタを交換する。

200運転時間ごと

• ホイールナットのトルク締めを行う。
• エアクリーナのフィルタを整備する。 （悪条件下ではより頻繁に整備を行ってください。）
• 駐車ブレーキの調整を点検する。
• 油圧フィルタを交換する。

400運転時間ごと
• 燃料フィルタを清掃する。
• 油圧オイルを交換する。

500運転時間ごと • 後アクスルベアリングのグリスアップ

1000運転時間ごと • 燃料タンクを空にして内部を清掃します。

2年ごと • 燃料タンクを空にして内部を清掃します。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。
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始始始業業業点点点検検検表表表
こここのののペペペーーージジジをををコココピピピーーーしししててて使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

第第第 週週週

点点点検検検項項項目目目 月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検す
る。

ブレーキの動作を確認する。

エンジンオイルの量を点検す
る。

冷却液の量を点検する。

燃料・水セパレータの水を抜
く。

エアフィルタ、ダストカップ、
バルブを点検する。

エンジンから異常音がないか
点検する。2

ラジエターとスクリーンの汚れ

運転操作時に異常音がない
か点検する。

油圧オイルの量を点検する。

油圧ホースの磨耗損傷を点
検する。

オイル漏れがないか点検す
る。

燃料残量を点検する。

タイヤ空気圧を点検する

計器類の動作を確認する。

刈高の調整の点検

グリスアップを行なう。2

塗装傷のタッチアップを行う。

1始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズルを点検する。

2車体を水洗いしたときは整整整備備備間間間隔隔隔ににに関関関係係係なななくくく直直直ちちちにににグリスアップする。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照のののこここととと。。。

要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録

点検担当者名

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事
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定定定期期期整整整備備備ススステテテッッッカカカーーー

decal117-5103

図図図 29

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

保保保守守守作作作業業業開開開始始始前前前ののの安安安全全全確確確認認認
• 各部品が良好な状態にあること、ボルトナット類、
特にブレード取り付け用のボルト類に問題がない
か常に点検してください。読めなくなったステッカー
は貼り替えてください。

• 適切な訓練を受けていない人には絶対に機械の整
備をさせないでください。

• 調整、清掃、修理などの前に以下を行ってください

1. 平らな場所に移動する。

2. 駆動系統をOFFにする。

3. カッティングユニットを下降させる。

4. 走行ペダルをニュートラルにする。

5. 駐車ブレーキを掛ける。

6. スロットルスイッチを低速アイドル位置にセット
する。

7. エンジンを止め、キーを抜き取る。

8. すべての動作が停止するのを待つ。

• 駐車、格納など機体から離れる時には必ずカッ
ティングユニットを降下させておいてください。ただ

し、ユニットを確実にロックできる場合はこの限りで
ありません。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。エンジンを回転させながらの作業が
避けられない場合は、手足その他の身体部分や着
衣を機械の可動部分、排出部、刈り込みデッキの
下などに近づけないように十分注意してください。

• 使用中に熱くなる部分に触れないよう注意してくださ
い。保守、調整、整備などの作業は、安全な温度
に下がってから行ってください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体や機器を
確実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

• 大がかりな修理が必要になった時や補助が必要な
時は、Toro正規代理店にご相談ください。

• 交換部品は必ずトロの純正品をお使いください。他
社の部品やアクセサリを御使用になると危険な場合
があり、製品保証を受けられなくなる場合がありま
すのでおやめください。

整整整備備備作作作業業業のののたたためめめののの準準準備備備
1. PTOが解除されていることを確認する。
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2. 平らな場所に駐車する。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. 必要に応じてカッティングユニットを下降させる。

5. エンジンを止め、各部が完全に停止するのを待
つ。

6. キーをSTOP位置に回して抜き取る。

7. 保守作業は、各部が十分冷えてから行う。

フフフーーードドドののの外外外しししかかかたたた
1. ラッチを外してフードを開ける。

2. フードのピボット部をブラケットに固定しているヘア
ピンコッターを抜き取る図 30。

g031613

図図図 30

1. ヘアピンコッター

3. フードを右側にスライドさせながら反対側を持ち
上げると外れる。

注注注取り付けは上記と逆の手順で行う。

デデデッッッキキキ整整整備備備用用用ラララッッッチチチののの使使使いいい方方方
刈り込みデッキの整備を行う際には、事故防止のため
に整備用ラッチを使用してください。

1. サイドワインダーを使ってデッキを中央にセッ
トする。

2. カッティングデッキを移動走行位置に上昇させる。

3. 駐車ブレーキをセットし、エンジンを止める。

4. 前側キャリアフレームリテーナからラッチのロッ
ドを外す図 31。

g031614

図図図 31

1. 整備用ラッチのフック

5. 前刈り込みデッキの外側を持ち上げ、運転台
前部のフレームについているピンにラッチを掛
ける図 31。

6. 着席し、エンジンを始動する。

7. カッティングデッキを刈り込み位置に下降させる。

8. エンジンを止め、キーを抜き取る。

9. 刈り込みデッキを外す時は上記と逆の手順で行
う。
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潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリススス
アアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—全部のベアリングとブッ

シュのグリスアップを行う。

500運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方

定期的に、全部の潤滑個所にNo.2汎用リチウム系グ
リスを注入します。また、機体を水洗いした後は直
ちにグリスアップを行う。

グリスアップ箇所は以下の通りです

• 後カッティングユニットのピボット図 32

g008894

図図図 32

• 前カッティングユニットのピボット図 33

g008895

図図図 33

• サイドワインダのシリンダの端部2ヵ所図 34

g008896

図図図 34

• ステアリングピボット図 35

g008897

図図図 35

• 後部昇降アームのピボットと昇降シリンダ2ヶ所図 36

g008898

図図図 36
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• 左前昇降アームのピボット昇降シリンダ2ヶ所図 37

g008899

図図図 37

• 右前昇降アームのピボット昇降シリンダ2ヶ所図 38

g008900

図図図 38

• ニュートラル調整機構図 39

g008901

図図図 39

• 刈り込み・移動走行切り換えレバー(図 40)

g008902

図図図 40

• ベルトテンショナのピボット図 41。

g008903

図図図 41

• ステアリングシリンダ図 42

g008904

図図図 42

注注注 ステアリングシリンダ反対側の端にグリス注入
箇所を作ることができます。その場合、タイヤを外
し、ニップルを付け、グリスを注入し、ニップルを外
し、プラグを取り付けます図 43。
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g008905

図図図 43

• カッティングユニットのスピンドルシャフトのベアリン
グユニットあたり2ヶ所図 44

注注注 どちらでも使いやすい方のフィッティングを使って
構いません。スピンドルハウジングの底デッキの
下から少量のグリスがはみ出てくるまでポンプでグ
リスを注入してください。

g008906

図図図 44

• 後ローラベアリングユニットあたり2ヶ所図 45

g011349

図図図 45

注注注角ローラマウントにあるグリス溝と、角ローラシャ
フトのグリス穴とを合わせてください。溝と穴を合
わせやすいように、ローラシャフトの片側の端部に
合印がついています。

重重重要要要 サササイイイドドドワワワイイインンンダダダーーーのののクククロロロスススチチチュュューーーブブブにににはははグググリリリ
スススををを塗塗塗布布布しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。クククロロロスススチチチュュューーーブブブははは自自自己己己
潤潤潤滑滑滑タタタイイイプププででですすす。。。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの安安安全全全事事事項項項
エンジンオイルの点検や補充はエンジンを止めて行っ
てください

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認してく
ださい。

油量は約 2.8 リットルフィルタ共です。

以下の条件を満たす高品質なエンジンオイルを使用
してください

• 必必必要要要なななAPI規規規格格格 CH-4、CI-4 またはそれ以上

• 推推推奨奨奨オオオイイイルルル SAE 15W-40 -17℃以上
• 他他他ににに使使使用用用可可可能能能なななオオオイイイルルルSAE 10W-30 または 5W-30
全温度帯

注注注 Toro のプレミアムエンジンオイル10W-30 または
5W-30を代理店にてお求めいただくことができます。
パーツカタログでパーツ番号をご確認ください。また、
更に詳細な内容については、エンジンマニュアルこの
マシンに付属をご参照ください。

注注注 エンジンオイルを点検する最もよいタイミングは、そ
の日の仕事を始める直前、エンジンがまだ冷えている
うちです。エンジン始動後に行う場合は、オイルがオイ
ル溜めに戻るまで最低10分間待って点検するようにし
てください。油量がディップスティックのADDマークにあ
る場合は、FULLマークまで補給してください。入れす
ぎないこと。油量が FULLマークとADDマークの間で
あれば補給の必要はありません。

図 46に示すように、エンジンオイル量を点検する。
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g029301

図図図 46

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間
150運転時間ごと

1. エンジンを始動し、約5分間のウォームアップを
行ってオイルを温める。

2. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止し、キーを
抜き取り、可動部が完全に停止したのを確認
して運転席を離れる。

3. エンジンオイルを交換する図 47。

g031623

図図図 47

4. 図 48に示す手順でエンジンオイルフィルタを交
換します。

g027477

図図図 48
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エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点検し
ます。吸気部全体について、リーク、破損、ホースの
ゆるみなどを点検してください。また、エアクリーナと
ターボチャージャを結ぶゴム製のインテークホースの接
続部を点検し、漏れなどがないことを確認してください。

本体とカバーがシールでしっかり密着しているのを確認
してください。

エエエアアアクククリリリーーーナナナのののカカカバババーーーののの整整整備備備

整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—エアクリーナのカバーを
外して内部のごみを除去する。フィ
ルタは外さないでください。

エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点
検してください。ボディーが破損している場合は交換
してください。

エアクリーナのカバーを清掃する図 49。

g031340

図図図 49
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エエエアアアクククリリリーーーナナナのののフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと 悪条件下ではより頻繁に
整備を行ってください。

1. フィルタを外す前に、低圧のエア2.75 bar、異物
を含まない乾燥した空気で、1次フィルタの外側
とキャニスタとの間に溜まっている大きなゴミを
取り除く。

重重重要要要高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。異異異物物物がががフフフィィィ
ルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部ををを損損損傷傷傷さささせせせるるる恐恐恐れれれがががあああ
るるる。。。こここのののエエエアアア洗洗洗浄浄浄ににによよよりりり、、、フフフィィィルルルタタタををを外外外しししたたた時時時にににホホホ
コココリリリががが舞舞舞いいい上上上がががっっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ入入入りりり込込込むむむのののををを防防防
止止止すすするるるここことととがががででできききるるる。。。

2. 主フィルタを外す図 50。

重重重要要要 エエエレレレメメメンンントトトををを清清清掃掃掃すすするるるととと破破破損損損さささせせせるるる危危危険険険ががが大大大
きききいいいのののででで、、、掃掃掃除除除しししててて再再再使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。新新新
しししいいいフフフィィィルルルタタタににに傷傷傷がががつつついいいててていいいななないいいかかかををを点点点検検検すすするるる。。。
特特特にににフフフィィィルルルタタタとととボボボデデディィィーーーののの密密密着着着部部部ににに注注注意意意すすするるる。。。破破破
損損損しししててていいいるるるフフフ ィィィルルルタタタははは使使使用用用しししななないいい。。。

重重重要要要安安安全全全フフフィィィルルルタタタははは清清清掃掃掃しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。安安安全全全
フフフィィィルルルタタタははは、、、1次次次フフフィィィルルルタタタののの3回回回目目目ののの整整整備備備時時時ににに交交交
換換換しししてててくくくだだださささいいい図図図 51。。。

g032050

図図図 50

1. ゴム製のアウトレットバルブ 4. エアクリーナのボディー

2. エアクリーナのラッチ 5. エアクリーナ目詰まり送信
ユニット

3. エアクリーナの1次フィルタ 6. ゴム製のインテークホース

g008861

図図図 51

1. 安全フィルタ

3. 主フィルタを交換する図 50。
4. フィルタをボディー内部にしっかり取り付ける。エ

レメントの外側のリムをしっかり押さえて確実にボ
ディーに密着させる。

注注注 フィルタの真ん中の柔らかい部分を持たない
こと。

5. カバーについている異物逃がしポートを清掃す
る。

6. カバーについているゴム製のアウトレットバルブを
外し、内部を清掃して元通りに取り付ける。

7. アウトレットバルブが下向き後ろから見たとき、時
計の5時と7時の間になるようにカバーを取り付け
てラッチを掛ける図 50。
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 1000運転時間ごと—燃料タンクを空にして

内部を清掃します。

2年ごと—燃料タンクを空にして内部を清掃しま
す。

燃料系統が汚染された時や、マシンを長期にわたっ
て格納する場合には燃料タンクの内部を清掃してくだ
さい。タンクの清掃にはきれいな燃料を使用してくだ
さい。

ウウウォォォーーータタターーーセセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

400運転時間ごと

燃燃燃料料料・・・水水水セセセパパパレレレーーータタタののの水水水抜抜抜ききき
1. フィルタの下に燃料を受ける容器をおく。

2. フィルタ容器図 52下部のドレンプラグをゆるめて
水や異物を流し出す。

g031634

図図図 52

1. エア抜きプラグ 3. ドレンバルブ

2. 燃料フィルタ・水セパレータ

3. 排出が終了したらプラグを締める。

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
1. フィルタの取り付け部周辺をウェスできれいに

ぬぐう図 52。
2. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに拭く。

3. ガスケットにきれいなオイルを薄く塗る。

4. ガスケットが取り付け部に当るまでフィルタを手で
ねじ込み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
1. 整備前の準備を行う 整備作業のための準備

(ページ 35)を参照。
2. 燃料タンクに少なくとも半分まで燃料が入っている

ことを確認する。

3. ラッチを外してフードを開ける。

危危危険険険
軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火爆爆爆発発発すすするるる。。。
発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災
なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

4. 燃料噴射ポンプのエア抜きねじを開ける 図 53

g031609

図図図 53

1. 燃料噴射ポンプのエア抜きねじ

5. 始動キーを ON 位置に回す

注注注燃料ポンプが作動してねじの周囲から空気が
追い出されてきます。ねじから燃料が連続的に
流れるのが見えるまでキーを ON 位置に保持
します。

6. エア抜きねじを締め付け、始動キーを OFF 位
置に戻す
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注注注通常はこれでエンジンが始動するようになります始
動できない時は、噴射ポンプとインジェクタの間にエア
が入っている可能性があります インジェクタからのエア
抜き (ページ 44)を参照してください。

イイインンンジジジェェェクククタタタかかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
注注注 この手順は、燃料システムからの通常のエア抜きを
行ってもエンジンが始動できないときに行うものです通
常のエア抜きについては、燃料系統からのエア抜き
(ページ 43)を参照してください。

1. 燃料噴射ポンプの No.1インジェクタノズル図 54へ
のパイプ接続部をゆるめる。

g031615

図図図 54

1. 燃料インジェクタ

2. スロットルをFAST位置とする。

3. 始動キーをSTART位置に回し、接続部から流れ
出る燃料を観察する。

注注注燃料が泡立たなくなったら、キーをOFF位置
に戻す。

4. パイプをしっかり締め付ける。

5. 残りのノズルからも同じ要領でエアを抜く。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

電電電気気気系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続

を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリー液は毒性があり、皮膚に付くとやけどを引
き起こします。皮膚、目、衣服に付着させないよう
注意してください。バッテリーに関わる作業を行うと
きには、顔や目や衣服をきちんと保護してください。

• バッテリーからは爆発性のガスが発生します。バッ
テリーにタバコの火、火花などの火気を近づけな
いでください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接続
や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから抜
いておいてください。また、安全な服装を心がけ、
工具は確実に絶縁されたものを使ってください。

• 電装品の近くの洗浄には高圧の水を使用しないで
ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—バッテリー液の量を点検

する。格納期間中は30日ごとにバッ
テリーの液量を点検してください

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

バッテリー液は正しいレベルに維持しバッテリー上部
を常にきれいにしておいてください高温環境下で保管
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すると涼しい場所で保管するよりもバッテリーは早く
放電します

各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない水を適
正レベルまで補給してください。但し、電解液の量が、
各セルの内側についているスプリットリングの高さ以上
にならないよう、注意してください。キャップは換気穴を
後ろ燃料タンク側に向けて取り付けます。

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは、、、触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚
ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここ
ととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護
すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、必必必
ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸したブ
ラシで定期的に清掃してください清掃後は表面を水で流
して下さい清掃中はセルキャップを外さないでください

バッテリーのケーブルは接触不良にならぬよう端子に
しっかりと固定してください

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ををを間間間違違違うううとととケケケーーーブブブ
ルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににに
よよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる
恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを
外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス赤赤赤ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブ
ルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

端子が腐食した場合は ケーブルを外しマイナスケーブ
ルから先に外すこと、クランプと端子とを別々に磨い
てください磨き終わったらケーブルをバッテリーに接続
しプラスケーブルから先に接続すること、端子にはワ
セリンを塗布してください

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
ヒューズはコンソールカバーの下にあります。

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調
整整整
走行ペダルをニュートラル位置にしても本機が動きだす
ようでしたら、トラクションカムを調整します。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。

2. 左右どちらかの前輪と後輪に輪止めを掛ける。

3. 反対側の前輪と後輪を床から浮かせ、フレーム
下に支持ブロックを入れて機体を支える。

警警警告告告
機機機体体体ををを確確確実実実ににに支支支えええててておおおかかかななないいいととと、、、何何何かかかののの弾弾弾みみみ
ににに機機機体体体ががが落落落下下下しししたたた場場場合合合ににに極極極めめめててて危危危険険険ででであああるるる。。。

機機機体体体ははは、、、必必必ずずず片片片側側側ののの前前前輪輪輪ととと後後後輪輪輪ののの両両両方方方ををを
浮浮浮かかかせせせるるるこここととと 両両両方方方浮浮浮かかかせせせななないいいととと調調調整整整中中中ににに機機機
体体体ががが動動動ききき出出出すすす。。。

4. トラクション調整カムのロックナットをゆるめる
(図 55)。

g008922

図図図 55

1. トラクション調整カム 2. ロックナット

警警警告告告
走走走行行行調調調整整整カカカムムムののの最最最終終終調調調整整整ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを回回回
転転転さささせせせななながががららら行行行ううう必必必要要要がががあああるるる。。。マママフフフラララーーー等等等ののの
高高高温温温部部部分分分ややや回回回転転転部部部可可可動動動部部部ににに触触触れれれるるるととと大大大けけけががが
をををすすするるる。。。

マママフフフラララーーーなななどどどののの高高高温温温部部部分分分ややや回回回転転転部部部、、、可可可動動動部部部ににに
顔顔顔ややや手手手足足足ををを近近近づづづけけけぬぬぬよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

5. エンジンを始動し、六角カムを左右に回して
ニュートラル位置の中心を探し出す。

6. ロックナットを締めて調整を固定する。
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7. エンジンを停止する。

8. 支持ブロックをはずし、機体を床に下ろす。試運
転を行って調整を確認する。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保

注注注意意意
高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ををを浴浴浴びびびたたたりりり、、、高高高温温温のののラララジジジエエエタタターーー
部部部分分分ににに触触触れれれたたたりりりすすするるるととと大大大火火火傷傷傷をををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンンががが熱熱熱いいいうううちちちはははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを開開開けけけ
ななないいいこここととと。。。キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるる時時時にににははは、、、必必必ずずず、、、ラララ
ジジジエエエタタターーーががが十十十分分分ににに冷冷冷えええるるるまままででで15分分分ぐぐぐらららいいい待待待っっっ
てててかかかららら行行行うううこここととと。。。

• ラララジジジエエエタタターーーややや周周周囲囲囲ののの高高高温温温部部部分分分ににに触触触れれれななないいいよよよううう
ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

危危危険険険
冷冷冷却却却液液液ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと危危危険険険ででであああるるる。。。

• 冷冷冷却却却液液液ををを飲飲飲んんんででではははななならららななないいい。。。

• 冷冷冷却却却液液液ははは子子子供供供やややペペペッッットトトががが触触触れれれななないいい場場場所所所ににに保保保管管管
すすするるるこここととと。。。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

ラジエターとオイルクーラは毎日清掃してください図 56。

g031617

図図図 56

1. オイルクーラ 3. ラジエター

2. アクセスパネル

ほこりの多い環境で使用している場合には、毎時間
ごとに清掃してください 冷却系統の清掃 (ページ 47)
を参照。
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ラジエターの冷却液は、水とエチレングリコール不凍
液の 50/50混合液です。毎日の作業前に液量を点検
してください。

冷却系統の容量はおよそ 5.7 リットルです。

注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開けけけ
るるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出しししてててやややけけけどどどををを
負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを開開開けけけななな
いいいこここととと。。。

• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを使使使いいい、、、高高高温温温
ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくくりりりととと開開開けけけるるるこここととと。。。

1. 補助タンクの冷却水量を点検する図 57。

注注注エンジンが冷えた状態で、タンク側面について
いる本の線の間にあれば適切である。

g031618

図図図 57

1. 補助タンク

2. 冷却液が不足している場合には、補助タンクに
補給する。

注注注 入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

3. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. エンジンを止め、フードを開ける。

2. エンジンの周囲を丁寧に清掃する。

3. アクセスパネル図 58を取り外す。

g031619

図図図 58

1. オイルクーラ 3. アクセスパネル

2. ラジエター

4. オイルクーラのラッチを外し、クーラーを後ろに傾
ける図 59。

g008915

図図図 59

5. オイルクーラとラジエターの裏表を水または圧縮
空気で丁寧に清掃する。

6. オイルクーラを元に戻し、スクリーンを閉める。

7. アクセスパネルを取り付け、フードを閉めて終了。
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ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと—駐車ブレーキの調整を

点検する。

1. 調整ノブをブレーキレバーに固定している固定
ねじをゆるめる図 60。

g031637

図図図 60

1. ノブ 3. 駐車ブレーキレバー

2. 固定ねじ

2. ノブを回し、133-178N 14-18kg の力でレバーを
作動させられるように調整する。

3. 固定ねじを締める。

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンベベベルルルトトトののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10時間—全部のベルト

の状態と張りを点検します。

100運転時間ごと—全部のベルトの状態と張り
を点検する。

オオオルルルタタタネネネーーータタタ・・・ベベベルルルトトトのののテテテンンンシシショョョンンン調調調整整整
1. フードを開ける。

2. ベルト中央 (オルタネータとクランクシャフトプー
リの間を30N·m22in-lbの力で押して点検する図
61。

注注注ベルトのたわみが 11mm あれば適正とする。

g031638

図図図 61

1. オルタネータベルト

3. たわみが 11 mm の範囲になければ、以下の
要領で調整します

A. ブレースをエンジンに固定しているボルト
と、オルタネータをブレースに固定している
ボルトをゆるめる。

B. オルタネータとエンジンの間にバールを差
し込み オルタネータの位置を変えて必要な
張りを出す

C. 適切なたわみが出たら、ボルトを締めて調
整を固定する。
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油油油圧圧圧駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの交交交換換換
1. ベルトのテンションスプリングの端にナットドライバ

または細い金属管を差し込む。

注注注意意意
テテテンンンシシショョョンンンスススプププリリリンンングググにににははは大大大きききななな力力力がががかかかかかかっっっててて
おおおりりり、、、操操操作作作ををを間間間違違違うううををを人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

スススプププリリリンンングググかかかららら張張張力力力ををを解解解放放放すすするるる時時時にににははは十十十分分分
注注注意意意すすするるるこここととと。。。

2. スプリングの端を前側に押し下げてブラケットから
外し、スプリングのテンションをなくす図 62。

g031639

図図図 62

1. スプリングの端部 2. 油圧駆動ベルト

3. ベルトを交換する。

4. 上記と逆の手順でスプリングにテンションを与え
る。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

スススロロロッッットトトルルルののの調調調整整整
1. スロットルレバーがパネルのスロットに当たるまで
後ろに倒す。

2. 噴射ポンプのレバーアーム図 63の部分にあるス
ロットルケーブルのコネクタをゆるめる。

g031640

図図図 63

1. 噴射ポンプのレバーアーム

3. インジェクションポンプレバーのアームをローア
イドルストップに当てた状態でケーブルコネクタ
を締める。

4. スロットルコントロールをコントロールパネルに固
定しているねじをゆるめる。

5. スロットルレバーを一番前まで倒す。

6. ストッププレートを滑らせてスロットルレバーに当
て、その位置でスロットルコントロールをパネル
に固定する。

7. 運転中にスロットルが設定位置からずれてしまう
場合には、スロットルレバーの操作抵抗を決める
フリクションデバイスのロックナットを、5-6 N·m
0.46-0.65 kg.m = 40-55 in-lb.にトルク締めする。

注注注 27Nm (0.23kg.m = 20in-lb)以内の力でスロッ
トルレバーを操作できるように調整する。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 油油油圧圧圧装装装置置置ををを作作作動動動さささせせせるるる前前前ににに、、、全全全部部部のののララライイインンンコココ
ネネネクククタタタががが適適適切切切ににに接接接続続続ささされれれててていいいるるるこここととと、、、おおおよよよびびび
ララライイインンンやややホホホーーースススののの状状状態態態ががが良良良好好好ででであああるるるここことととををを確確確
認認認すすするるるこここととと。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作動動動油油油
ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手なななどどどををを近近近
づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使用用用
すすするるるこここととと。。。

• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを
確確確実実実ににに解解解放放放すすするるるこここととと。。。

• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに
専専専門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけてててくくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—油圧オイルの量

を点検する。

油圧オイルタンクに約 13.2 リットルの高品質油圧オイ
ルを満たして出荷しています。初初初めめめてててののの運運運転転転ののの前前前ににに必必必
ずずず油油油量量量ををを確確確認認認ししし、、、そそそののの後後後ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。交
換用の推奨油圧オイルは オオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 Toro プププ
レレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルです19 リットル缶または 208 リッ
トル缶。パーツカタログまたは代理店でパーツ番号
をご確認ください。

他に使用可能なオイルトロのオイルが入手できない場
合は、以下に挙げる特性条件および産業規格を満たす
オイルを使用することができます。合成オイルは使用し
ないでください。オイルの専門業者と相談の上、適切
なオイルを選択してください

注注注不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液, ISO VG 46
物性
粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44 - 48

cSt @ 100°C 7.9 - 8.5
粘性インデックス ASTM
D2270

140-160

流動点, ASTM D97 -37°C - -45°C
産業規格

ヴィッカース I-286-S 品質レベル, ヴィッカース M-2950-S
品質レベル , デニソン HF-0

重重重要要要 ISO VG 46 ははは、、、広広広いいい温温温度度度範範範囲囲囲ででで優優優れれれたたた性性性能能能ををを発発発
揮揮揮しししままますすす。。。通通通常常常ののの外外外気気気温温温ががが高高高いいい18°C-49°C 熱熱熱帯帯帯地地地方方方
でででははは、、、ISO VG 68 オオオイイイルルルのののほほほうううががが適適適切切切ととと思思思わわわれれれままますすす。。。

プププレレレミミミアアアムムム生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル—Mobil EAL EnviroSyn
46H
重重重要要要 Mobil EAL EnviroSyn 46H ははは、、、トトトロロロ社社社がががこここののの製製製
品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオイイイルルルででですすす。。。こここ
のののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使用用用しししててていいいるるるエエエラララススストトト
マママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、まままたたた広広広範範範囲囲囲ななな温温温度度度帯帯帯でででののの使使使用用用
ががが可可可能能能ででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物性性性オオオイイイルルルととと互互互換換換
性性性がががああありりりままますすすががが、、、十十十分分分ななな生生生分分分解解解性性性ををを確確確保保保ししし、、、オオオイイイルルルそそそ
のののももものののののの性性性能能能ををを十十十分分分ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたためめめにににははは、、、通通通常常常オオオイイイ
ルルルととと混混混合合合せせせずずず、、、完完完全全全ににに入入入れれれ替替替えええててて使使使用用用すすするるるここことととががが望望望ままま
れれれままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて 19
リリリッッットトトルルル缶缶缶まままたたたははは208リリリッッットトトルルル缶缶缶でででおおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

重重重要要要多多多くくくののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルはははほほほとととんんんどどど無無無色色色透透透明明明でででああありりり、、、そそそ
のののたたためめめオオオイイイルルル洩洩洩れれれののの発発発見見見ががが遅遅遅れれれがががちちちででですすす。。。油油油圧圧圧オオオイイイルルル
用用用ののの着着着色色色剤剤剤をををおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくととと便便便利利利ででですすす。。。一一一瓶瓶瓶ででで20ml
ででですすす。。。1瓶瓶瓶ででで 15-22 リリリッッットトトルルルのののオオオイイイルルルににに使使使用用用ででできききままますすす。。。
パパパーーーツツツ番番番号号号ははは P/N 44-2500 ごごご注注注文文文ははは Toro代代代理理理店店店へへへ。。。

以下の手順で油圧オイルの量を点検する

1. 整備前の準備を行う 整備作業のための準備
(ページ 35)を参照。

2. 油圧オイルタンクの注油口とキャップの周辺をき
れいに拭く図 64。

g031641

図図図 64

1. 油圧オイルタンクのキャップ

3. オイルタンクのキャップを取る図 64。
4. 補給口の首からディップスティックを抜き、ウ ェス

できれいに拭う。

5. もう一度首に差し込んで引き抜き、オイルの量
を点検する。

注注注 ディップスティックのマークから 6 mm の範囲
にあれば適正である。

6. 油量が少なければ適切なオイルをFULLマークま
で補給する。
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7. ディップスティックとキャップを取り付ける。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

200運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方

トロ社の純正フィルタP/N 86-3010をご使用ください。

重重重要要要純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器ののの保保保
証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 整備前の準備を行う 整備作業のための準備
(ページ 35)を参照。

2. フィルタ取り付けプレートのホースにクランプを
掛ける。

3. フィルタ取り付け部付近をきれいに拭い、下に容
器を置き、フィルタを外す図 65。

g031642

図図図 65

1. 油圧フィルタ

4. 新しいフィルタのガスケットに薄くオイルを塗布し
中にオイルを入れる。

5. フィルタの取り付け部がきれいであることを確
認し、ガスケットがフィルタヘッドに当たるまで
手で回して取り付け、そこから更に 1/2 回転増
し締めする。

6. フィルタ取り付けプレートのホースをの締め付けを
外す。

7. エンジンを始動して 2 分間運転し、システム内
のエアをパージする。

8. エンジンを停止させ、オイル漏れがないか点検
する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

オイルが汚染された場合は内部のフラッシュ洗浄作業
が必要となりますので Toro代理店にご相談ください汚
染されたオイルは乳液状になったり黒ずんだ色になっ
たりします。

1. エンジンを止め、フードを開ける。

2. 油圧ラインの接続部または油圧フィルタを外し、
流れ出すオイルを容器に受ける図 65と図 66。

g031643

図図図 66

1. 油圧ライン

3. オイルが全部流れ出たらラインを元通りに接続
する図 66。

4. 油圧オイルタンク図 67に約 13.2 リットルの油圧
オイルを入れる 油圧システムを点検する (ページ
50)を参照。

重重重要要要指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用しししななないいい
でででくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるととと油油油圧圧圧シシシススステテテ
ムムムををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。
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図図図 67

1. 油圧オイルタンクのキャップ

5. タンクにキャップを取り付ける。

6. エンジンを掛ける。

7. 油圧装置全部を操作して油圧系統内部にオイル
を完全に循環させ、オイル漏れがないか点検し、
エンジンを停止する。

8. 油量を点検し、足りなければディップスティックの
FULLマークまで補給する。

注注注 入れすぎないこと。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部
のゆるみ、磨耗、フィッティングのゆるみ、風雨や薬品
による劣化などがないか毎日点検してください。修理
不十分のまま運転しないでください

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの保保保守守守

刈刈刈りりり込込込みみみブブブレレレーーードドドにににつつついいいてててののの
安安安全全全事事事項項項

危危危険険険
磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、回回回
転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが起起起こここ
るるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険ををを及及及ぼぼぼ
ししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。まままたたた、、、破破破
損損損しししたたたブブブレレレーーードドドををを修修修理理理すすするるるととと安安安全全全規規規格格格ををを満満満たたたさささなななくくく
なななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的ににに点点点
検検検すすするるるこここととと。。。

• 曲曲曲がががっっったたたブブブレレレーーードドドををを元元元ににに戻戻戻そそそうううとととしししたたたりりり、、、欠欠欠けけけ
ややや割割割れれれののの出出出たたたブブブレレレーーードドドををを溶溶溶接接接ででで修修修理理理しししたたたりりりししし
ななないいいこここととと。。。

• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは交交交換換換すすするるる
こここととと。。。

• ブレードを点検する時には安全に十分注意してくだ
さい。ブレードをウェスでくるむか、安全手袋をは
め、十分に注意して取り扱ってください。ブレードは
修復したりせず、必ず新品に交換してください。

• 複数のブレードを持つ機械では、つのブレードを
回転させると他も回転する場合がありますから注意
してください。

カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの取取取りりり外外外ししし
1. 整備前の準備を行う 整備作業のための準備

(ページ 35)を参照。
2. 油圧モータ取り付けねじを外して、デッキから油
圧モータを外す図 68。
重重重要要要異異異物物物がががつつつかかかななないいいよよようううににに、、、スススピピピンンンドドドルルル上上上部部部ににに
はははカカカバババーーーををを掛掛掛けけけててておおおくくく。。。

g031644

図図図 68

1. モータ取り付けねじ

52
 



3. デッキのキャリアフレームを昇降アームのピボッ
トピンに固定しているリンチピンまたはリテーナ
ナットを外す図 69。

g031645

図図図 69

1. リンチピン 2. 昇降アームのピボットピン

4. トラクションユニットから刈り込みデッキを引き出
す。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトへへへのののカカカッッッ
テテティィィンンングググデデデッッッキキキののの取取取りりり付付付けけけ

1. 整備前の準備を行う 整備作業のための準備
(ページ 35)を参照。

2. 刈り込みデッキをトラクションユニットの前に置く。

3. デッキのキャリアフレームを昇降アームのピボッ
トピンに入れ、リンチピンとリテーナナットで固定
する図 69。

4. 油圧モータ取り付けねじで、デッキに油圧モー
タを取り付ける図 68。

注注注 Oリングが正しい向きで取り付けられているこ
と破損していないことを確認してください。

5. スピンドルにグリスを注入する。

ブブブレレレーーードドド回回回転転転面面面ののの管管管理理理
刈り込みデッキは、刈高 50 mm、ブレードのレーキ
設定 7.9mm に設定して出荷されています。また、左
右の刈高の差が、± 0.7 mm の範囲になるように設定
されています。

刈り込みデッキは、ブレードが当たってもチェンバに変
形が発生しない強度を持っています。しかし、硬いもの
がぶつかった後には、ブレードに破損が発生していな
いか、また、ブレードの回転面に狂いが発生していな
いか、必ず点検してください。

ブブブレレレーーードドド回回回転転転面面面ののの検検検査査査
1. デッキから油圧モータを外し、カッティングデッ

キをトラクタから外す。

注注注 ホイストを使いまたは2人がかりで、デッキを
平らなテーブルの上に載せる。

2. ブレードの片方の端にマジックなどで印をつける。

注注注 以後、高さの点検はすべてこの印のついた
側で行う。

3. ブレードの印の付いているほうの端部を12時の位
置車両進行方向に向け、作業台の表面からブ
レードの切っ先までの高さを測定する図 70。

g011353

図図図 70

4. 印の付いている端部を3時の位置と9時の位置に
向けてそれぞれ高さを測定する図 70。

5. 12時位置での測定値を、刈り高の設定値と比
較する。

注注注差が 0.7 mm以内であれば適正とする。3時
および9時位置での高さが、12時位置での高さよ
りも 3.8±2.2 mm高く、3時および9時位置での
高さの差が 2.2 mm以内であれば適正である。

上記の範囲から外れている場合には、 ブレード回転面
の調整 (ページ 53)へ進む。

ブブブレレレーーードドド回回回転転転面面面ののの調調調整整整

まず前を調整する度に1つのブラケットを調整する。

1. 刈り高ブラケット前、左、右のうち1つをデッキの
フレームから外す図 71。
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図図図 71

1. 刈高ブラケット 2. シム

2. デッキフレームとブラケットとの間に厚さ 1.5 mm ま
たは 0.7 mm のシム、場合によってはこれらの両
方を挿入して、希望する刈高を達成する 図 71。

3. 余ったシムを刈り高ブラケットの下に入れ、刈り高
ブラケットをデッキのフレームに取り付ける図 71。

4. ソケットヘッドボルトとスペーサとフランジナット
を固定する。

注注注 ソケットヘッドボルトとスペーサとは、デッキフ
レームの内側に落ちないようにロクタイトで接着
しています。

5. 12時位置での高さを測定し、必要に応じて調整
を行う。

6. 左右の刈り高ブラケットの両方ともに調整が必要
か、片方のみの調整でよいか判断する。

注注注 3時位置または 9時位置が、新しい前位置
の高さよりも 3.8±2.2 mm 高い場合には、その
側での調整は不要である。反対側の高さを調整
して、正しい側の高さ ±2.2 mm の範囲になる
ようにする。

7. 上記1-3を繰り返して左右の刈り高ブラケットに必
要な調整を行う。

8. キャリッジボルトとフランジナットを固定する。

9. もう一度、12時、3時、9時位置で高さの測定を
行って確認する。

ブブブレレレーーードドドののの整整整備備備

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし

ブレードが堅いものに当たった、バランスが取れていな
い、磨耗した、曲がったなどの場合には新しいものと
交換する必要があります。安全を確保し、適切な刈り

を行うために、ブレードは必ず Toro社の純正品をお使
いください。他社のブレードを使用すると危険な場合が
ありますから絶対にやめてください。

1. 整備前の準備を行う 整備作業のための準備
(ページ 35)を参照。

2. 刈り込みデッキが落下しないように支持ブロック
でサポートする。

3. ブレードの一端部をウェスで包むか手に頑丈な手
袋をはめるかして、ブレードを手で持ち、ブレード
ボルト、芝削り防止カップ、ブレードをスピンドル
シャフトから外す図 72。

g011355

図図図 72

1. ブレードボルト 2. 芝削り防止キャップ

4. ブレードを取り付ける時は、セール立ち上がって
いる部分がデッキの天井を向くように取り付け、
芝削り防止カップをつけてブレードボルトで固定
する図 72。

5. 各ブレードボルトを 115-149 N·m11.8-15.2 kg.m
= 85-110 ft-lbにトルク締めする。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ととと研研研磨磨磨
1. 整備前の準備を行う 整備作業のための準備

(ページ 35)を参照。
2. 刈り込みデッキが落下しないように支持ブロック

でサポートする。

3. ブレードの切っ先を注意深く観察、特に、直線部
と曲線部が交わる部分をよく観察する図 73。

注注注 この、直線部と曲線部の交差域は、砂などに
よる磨耗が進みやすい部分なので、機械を使用
する前によく点検することが必要である。磨耗が
進んでいる場合にはブレードを交換する ブレード
の取り外し (ページ 54)を参照。
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図図図 73

1. 刃先 3. 破損部 (摩耗、スロット、
穴)

2. セール部

4. すべてのブレードについて、刃先を点検し、摩
耗や欠けがある場合には研磨する。研磨は刃先
の上面だけに行い、刃の元々の角度を変えない
ようにする図 74。

注注注両方の刃先から等量を削るとブレードのバラン
スを維持することができます。

g006926

図図図 74

1. この角度を変えないように研磨すること.

5. ブレードが真っ直ぐか曲がっているかを点検する
には、平らな面において端部を観察する。

注注注 ブレードの両端部が中心部よりもわずかに下
がっており、刃部がブレードのヒール部かかと、
後部よりも下がっているのが正しい形状である。
このような形状であれば、切り口がきれいな刈
り上がりとなり、エンジンのパワー消費も最小限
ですむ。一方、ブレードの中央部よりも端部の
方が高くなっていたり、刃先がヒール部よりも高
くなっていたりするのは、ブレードが曲がってい
ることを示しているから、これらのブレードは交
換が必要である。

6. ブレードを取り付ける時は、セール立ち上がっ
ている部分がデッキの天井を向くように取り付
け、芝削り防止カップをつけてブレードボルトで
固定する。

7. 各ブレードボルトを 115-149 N·m11.8-15.2 kg.m
= 85-110 ft-lbにトルク締めする。

ブブブレレレーーードドドののの停停停止止止ににに要要要すすするるる時時時間間間ををを確確確認認認
すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

デッキ停止操作からおよそ 5秒以内にカッティングデッ
キのブレードが完全に停止することが必要です。

注注注 ブレードが物を跳ね飛ばしたり、ほこりを巻き上げた
りしないよう、この点検はきれいに刈り込んだターフの
上または平らな床の上で行ってください。

所要時間を正確に測定するために、刈込ブレードから
少なくとも 6m離れた位置に要員が立ってどれか1つ刈
り込みデッキのブレードの動きを観察するようにしてくだ
さい。カッティングデッキのスイッチを切ってからブレー
ドが完全に停止するまでに掛かった時間を計ります。
停止に要する時間が 7秒以上の場合は、ブレーキバ
ルブの調整が必要です。代理店に連絡してください。

前前前ロロローーーラララののの整整整備備備
前ローラに磨耗や過剰なガタ、固着などが発生して
いないか点検してください。これらの症状が見られた
ら、ローラの整備を行うか、必要部材の交換を行っ
てください。

前前前ロロローーーラララののの分分分解解解
1. ローラ取り付けボルトを外す図 75。

g031649

図図図 75

1. ベアリング 3. 前ローラ

2. 取り付けボルト 4. ベアリングスペーサ

2. ローラハウジングの端部からポンチを差し込み、
ベアリングのインナーレースを均等に叩き込ん
で、ベアリングを反対側にたたき出す。

注注注 インナーレースのリップが 1.5 mm突き出れば
適正である。

3. 2 つ目のベアリングはプレスを使って抜く。

4. ローラハウジング、ベアリング、ベアリングスペー
サに破損がないか点検する図 75。
注注注破損している部品を交換し、前ローラを組み
立てる。
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前前前ロロローーーラララののの組組組みみみ立立立ててて
1. アウターレースのみを押すか、インナーレースと

アウターレースを均等に押すかして、最初のベア
リングをローラハウジングに押し込む図 75。

注注注アウターレースのみを押すか、インナーレース
とアウターレースを均等に押すかする。

2. スペーサを入れる図 75。
3. アウターレースのみを押すか、インナーレースと

アウターレースを均等に押すかして、第二のベ
アリングをローラハウジングに押し込んでスペー
サと接触させる図 75。

4. ローラアセンブリをデッキフレームに組み付ける。

重重重要要要 ロロローーーラララアアアセセセンンンブブブリリリ取取取りりり付付付けけけ時時時ににに 1.5 mm ををを
超超超えええるるる隙隙隙間間間ををを残残残すすすととと、、、ベベベアアアリリリンンングググののの側側側面面面ににに負負負荷荷荷
がががかかかかかかっっってててベベベアアアリリリンンングググががが早早早期期期ににに破破破損損損すすするるる可可可能能能性性性
がががああありりりままますすす。。。

5. ローラアセンブリとローラ取り付けブラケットとの
間の隙間が 1.5 mm 未満となっていることを確
認する。

注注注 隙間が 1.5 mm を超えている場合には、直
径 ⅝" のワッシャを必要なだけはさんで隙間を
埋める。

6. 取り付けボルトを 108 N·m11 kg.m = 80 ft-lb に
トルク締めする。

保保保管管管

バババッッッテテテリリリーーーののの保保保管管管
格納期間が30日間以上になる場合には、バッテリーを
機体から外して満充電してください。温度が高いとバッ
テリーは早く放電しますので、涼しい場所を選んで保管
してください。バッテリーを凍結させないためには、完
全充電しておくことが大切です。完全充電したバッテ
リー液の比重は 1.2651.299 になる

冬冬冬期期期格格格納納納保保保管管管のののたたためめめののの準準準備備備
本機を30日間以上にわたって格納保管する場合に
は、以下の作業を行ってください。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの整整整備備備
1. トラクションユニット、カッティングユニット、エンジ

ンをていねいに洗浄する。

2. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 26)を参照。

3. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必要な
締め付けを行う。

4. グリス注入部やピボット部全部をグリスアップす
る ベアリングとブッシュのグリスアップ (ページ
37)を参照。

注注注余分のグリスやオイルはふき取る。

5. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、タッ
チアップする。

注注注 金属部の変形を修理する。

6. バッテリーとケーブルに以下の作業を行う

A. バッテリー端子からケーブルを外す。

B. バッテリーを取り出す。

C. 電極板の劣化を防止するため、バッテリー
の保管開始前およびその後は60日ごとに24
時間かけてゆっくりと充電する。

バッテリーの凍結を防止するため、フル充
電状態で保管するようにしてください。完全
充電したバッテリー液の比重は 1.265-1.299
になる

D. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を重
曹水とブラシで洗浄する。

E. 腐食防止のために両方の端子部にワセリン
Grafo 112X: P/N 505-47を薄く塗る。

F. 充電終了後は、機体に取り付けて、または
外したまま、涼しい場所で保管する。機体に
取り付けて保存する場合は、ケーブルを外
しておいてください。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備
1. エンジンオイルを抜き取り、ドレンプラグをはめ

る。

2. 古いオイルフィルタを外して廃棄し、新しいフィル
タを取り付ける。

3. オイルパンに、SAE15W-40 モーターオイルを
約 3.8 リットル入れる。

4. エンジンを始動し約 2分間回転させる。

5. エンジンを止める。

6. 燃料タンクライン、フィルタ、水セパレータから
もから燃料を完全に抜き取る。

7. 燃料タンクの内部をきれいな燃料で洗浄する。

8. 燃料系統の接続状態を点検し必要な締め付け
を行う。

9. エアクリーナをきれいに清掃する。

10. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を防水
テープでふさぐ。

11. 不凍液の量を確認し必要に応じて補給する保管
場所の最低気温を考慮すること。

カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキををを取取取りりり外外外すすす場場場合合合

カッティングデッキをトラクションユニットから外した場合
は、必ずスピンドルの上部にスピンドルプラグを取り付
けて、ほこりや水の浸入を防止してください。
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米米米国国国外外外のののデデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ一一一覧覧覧表表表

デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理店店店 国国国 電電電話話話番番番号号号 デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理店店店 国国国 電電電話話話番番番号号号

Agrolanc Kft ハンガリー 36 27 539 640 Maquiver S.A. コロンビア 57 1 236 4079
Asian American Industrial (AAI) 香港 852 2497 7804 Maruyama Mfg. Co. Inc. 日本 81 3 3252 2285
B-Ray Corporation 大韓民国 82 32 551 2076 Mountfield a.s. チェコ共和国 420 255 704 220
Brisa Goods LLC メキシコ 1 210 495 2417 Mountfield a.s. スロバキア 420 255 704 220
Casco Sales Company プエルトリコ 787 788 8383 Munditol S.A. アルゼンチン 54 11 4 821 9999
Ceres S.A. コスタリカ 506 239 1138 Norma Garden ロシア 7 495 411 61 20
CSSC Turf Equipment (pvt) Ltd. スリランカ 94 11 2746100 Oslinger Turf Equipment SA エクアドル 593 4 239 6970
Cyril Johnston & Co. 北アイルランド 44 2890 813 121 Oy Hako Ground and Garden Ab フィンランド 358 987 00733
Cyril Johnston & Co. アイルランド共和国 44 2890 813 121 Parkland Products Ltd. ニュージーランド 64 3 34 93760
Fat Dragon 中華人民共和国 886 10 80841322 Perfetto ポーランド 48 61 8 208 416
Femco S.A. グアテマラ 502 442 3277 Pratoverde SRL. イタリア 39 049 9128 128
FIVEMANS New-Tech Co., Ltd 中華人民共和国 86-10-6381 6136 Prochaska & Cie オーストリア 43 1 278 5100
ForGarder OU エストニア 372 384 6060 RT Cohen 2004 Ltd. イスラエル 972 986 17979
ゴルフ場用品株式会社 日本 81 726 325 861 Riversa スペイン 34 9 52 83 7500
Geomechaniki of Athens ギリシャ 30 10 935 0054 Lely Turfcare デンマーク 45 66 109 200
Golf international Turizm トルコ 90 216 336 5993 Lely (U.K.) Limited 英国 44 1480 226 800
Hako Ground and Garden スウェーデン 46 35 10 0000 Solvert S.A.S. フランス 33 1 30 81 77 00
Hako Ground and Garden ノルウェー 47 22 90 7760 Spyros Stavrinides Limited キプロス 357 22 434131
Hayter Limited (U.K.) 英国 44 1279 723 444 Surge Systems India Limited インド 91 1 292299901
Hydroturf Int. Co Dubai アラブ首長国連合 97 14 347 9479 T-Markt Logistics Ltd. ハンガリー 36 26 525 500
Hydroturf Egypt LLC エジプト 202 519 4308 Toro Australia オーストラリア 61 3 9580 7355
Irrimac ポルトガル 351 21 238 8260 トロ・ヨーロッパNV ベルギー 32 14 562 960
Irrigation Products Int'l Pvt Ltd. インド 0091 44 2449 4387 Valtech モロッコ 212 5 3766 3636
Jean Heybroek b.v. オランダ 31 30 639 4611 Victus Emak ポーランド 48 61 823 8369

欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニートロは、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したこ
とになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を
利用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場
合があります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求めら
れた場合には、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間法律によって保存期間が決められて
いる場合などにわたって情報の保管を行います。

弊社はあなたの個人情報の流出を防ぎます
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報やその訂正のためのアクセス
登録されているご自分の情報をご覧になりたい場合には、以下にご連絡ください legal@toro.com.

オオオーーーススストトトラララリリリアアアにににおおおけけけるるる消消消費費費者者者保保保護護護法法法にににつつついいいててて

オーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意しております。
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Toro 一一一般般般業業業務務務用用用機機機器器器ののの品品品質質質保保保証証証

年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの品
質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製品
に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧
下さい。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。これらの製品について
は、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの
負担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 3-5年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。

374-0253 Rev C

 




